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東　日　本　大　震　災
笠間市でも家屋などに大きな被害
　３月11日の東日本大震災による市内の被害状況
は、人的被害については負傷者50人程度に留ま
り、幸いにして死者はなかった。しかし、電気や水
道などのライフラインが寸断されたことや余震に対
する不安などから、11日夜には2,000人以上の市
民が友部中学校体育館ほか8箇所の避難所に自主的
に避難した。

　一方、家屋の被害は大きく、損壊した家屋が
5,000棟を超え、主に屋根の瓦が壊れたり大谷石塀
が倒壊したりする被害が目立った。
　また、公共施設への被害も大きく、なかでも笠間
市役所笠間支所が壊滅的な被害を受け使用不能に
なったほか、公民館や図書館など安全が確認できる
まで臨時休館となる施設が相次いだ。

　３月11日午後２時46分に発生した東日本大震災で
は、想像を絶する被害と多くの方々の尊い生命が犠
牲になりました。亡くなられた方々のご冥福を心か
らお祈り申し上げます。
　そして、未だ行方不明の方々の早期発見を願うと
ともに被災された方々に心から御見舞い申し上げま
す。
　今回の地震は、笠間市においてもライフライン、
公共施設、家屋等に膨大な被害をもたらし、地震直
後から行政の対応に対しさまざまなご要望ご意見を

いただきました。
　完全復旧までには時間を要しますが、一刻も早い
復旧を目指して職員一同全力を挙げて取り組んでま
いります。この地震を期に原点に戻って災害に強い
安全なまちづくりの対策を進めてまいります。
　震災直後よりご協力をいただいているボランティ
アの方々や多くの方々からの支援物資、義援金、そ
して姉妹都市等の心温まるご支援に心より感謝申し
上げます。

笠間市長　山口　伸樹

「がんばろう　かさま」　復旧を目指して職員一丸となって取り組みます

※被災写真については、27ページにも掲載しています。

大きな被害を受け使用不能（笠間市役所笠間支所）

給水のため、たくさんの市民が詰めかけた（笠間市役所本所）

大谷石塀が倒壊（下郷地区）

避難所の様子（笠間小学校体育館）
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平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
を
は
じ
め
各
特

別
会
計
・
企
業
会
計
の
予
算
並
び
に
関
係
諸

議
案
の
ご
審
議
を
お
願
い
す
る
に
あ
た
り
、

市
政
運
営
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
と

主
要
施
策
な
ど
に
つ
い
て
所
信
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
４
月
の
市
長
選
に
て
、
市
民

の
皆
様
か
ら
再
度
の
負
託
を
い
た
だ
き
、
約

束
し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
「
躍
進
宣
言
」
の
実

現
の
た
め
、「
公
平
・
公
正
な
行
政
運
営
」「
情

報
の
公
開
・
共
有
」「
市
民
と
行
政
の
協
働
」

「
責
任
あ
る
行
政
」
を
市
政
経
営
の
理
念
と

し
て
、「
躍
進
す
る
笠
間
市
づ
く
り
」
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

間
、
議
員
各
位
そ
し
て
市
民
の
皆
様
に
は
、

市
政
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心

か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
人
口
減
少

社
会
の
到
来
な
ど
「
拡
大
か
ら
縮
小
へ
」、

ま
た
、
地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
拡
大
す
る

自
治
体
間
競
争
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

「
均
一
化
か
ら
個
性
化
へ
」
と
地
方
自
治
体

を
取
り
巻
く
社
会
経
済
状
況
は
大
き
く
変
化

し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題
や
多
様
化
す
る
市

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
活
力
あ
る
地
域
社
会

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
に
一
番

身
近
な
基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
が
地
方
分
権

の
受
け
皿
と
な
り
、
自
主
的
、
自
立
的
な
都

市
経
営
を
推
し
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
責
任
の
あ
り
方
や
政
策
過
程

を
含
め
た
行
政
情
報
の
公
開
を
さ
ら
に
推
し

進
め
、
知
恵
と
工
夫
に
よ
り
、
市
民
の
力
、

地
域
の
力
で
解
決
し
て
い
く
た
め
に
、
市
民

と
行
政
の
協
働
の
仕
組
み
を
確
立
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
主
権
が
叫
ば
れ
る
中
、
笠
間
市
で

は
、
茨
城
県
の
「
ま
ち
づ
く
り
特
例
市
」
の

指
定
を
受
け
、
現
在
ま
で
に
県
か
ら
32
法
令

の
事
務
に
つ
い
て
の
権
限
移
譲
を
受
け
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
平
成
23
年
度
は
、
県
内
の
10
万
人
未
満

の
市
と
し
て
は
初
め
て
、
特
例
市
の
全
分
野

の
権
限
受
け
入
れ
と
な
る
、
環
境
や
福
祉
、

市
民
活
動
な
ど
の
分
野
23
法
令
の
事
務
に
つ

い
て
移
譲
を
受
け
、
自
己
決
定
・
自
己
責
任

に
基
づ
く
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
笠
間
市
の
ま
ち
づ
く
り

の
総
合
的
指
針
と
な
る
総
合
計
画
の
前
期
基

本
計
画
が
満
了
と
な
り
、
後
期
の
基
本
計
画

を
策
定
す
る
年
と
な
り
ま
す
。
今
ま
で
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
事
務
事
業
の
検
証
を
し
っ

か
り
と
行
い
、
市
民
と
の
協
働
の
も
と
、
議

会
と
連
携
し
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し

た
計
画
を
策
定
し
、「
み
ん
な
で
創
る　

文

化
交
流
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

◆
は
じ
め
に

平
成
23
年
度施政

方
針

◆
施
政
方
針
の
考
え
方

　

さ
て
、
本
市
を
取
り
巻
く
状
況
で
す
が
、

国
全
体
に
お
い
て
人
口
減
少
社
会
が
到
来

し
、
人
口
構
造
に
つ
い
て
も
少
子
高
齢
化
が

ま
す
ま
す
進
行
し
て
い
る
状
況
の
中
、
当
市

も
そ
の
例
に
漏
れ
ず
、
昨
年
行
わ
れ
た
国
勢

調
査
の
速
報
値
に
よ
り
ま
す
と
、
本
市
の
人

口
は
、
７
９
、４
２
３
人
で
あ
り
、
５
年
前

の
調
査
時
の
８
１
、４
９
７
人
と
比
較
し
て

２
、０
７
４
人
、
２
・
５
％
の
減
少
と
な
っ
て

お
り
、
明
ら
か
に
人
口
減
少
局
面
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。

　

人
口
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
は
、
労
働
人

口
の
減
少
、
消
費
の
縮
小
、
地
場
産
業
や
農

業
な
ど
の
後
継
者
不
足
に
よ
る
地
域
産
業
の

衰
退
等
、
地
域
の
活
力
を
失
わ
せ
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
、
ま
た
、
社
会
保

障
制
度
の
持
続
可
能
性
へ
の
影
響
や
、
市
民

の
生
活
を
支
え
て
き
た
地
域
の
絆
の
崩
壊
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
生
じ
て
お
り
、
こ
れ

ら
に
対
す
る
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
医
療
や
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
の
制
度
改
革
に
よ
り
地
方
を
取
り
巻

く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
市
民
の

安
全
・
安
心
に
対
す
る
信
頼
が
大
き
く
揺
ら

い
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、平
成
23
年
度
は
、

平
成
22
年
度
に
引
き
続
き
少
子
化
対
策
「
か

さ
ま
っ
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、農
業
施
策
「
ク

ラ
フ
ト
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
地
域
医
療
・

福
祉
施
策「
す
こ
や
か
安
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
重
要
施
策
と
し
て
位
置
付
け
、
事
業
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
か
さ
ま
っ
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
保
育
料
の
軽
減
や
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
、
医
療
福
祉
費
自
己
負
担
助
成
事

業
（
マ
ル
福
）
な
ど
の
既
存
事
業
に
加
え
、

児
童
ク
ラ
ブ
推
進
事
業
の
拡
充
、
さ
ら
に
は

複
合
的
機
能
を
有
す
る
児
童
館
の
建
設
、
子

宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
「
ク
ラ
フ
ト
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
農
業
は
地
域
の
地
場
産
業
と

い
う
考
え
方
の
も
と
、担
い
手
の
育
成
や
栗
・

梅
・
花
き
な
ど
の
生
産
振
興
、
栗
産
地
の
育

成
支
援
、地
場
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
、

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
施
策
な
ど

に
加
え
、喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
向
け
た
取
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
す
こ
や
か
安
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
市
立
病
院
に
お
け
る
日
曜
・

平
日
夜
間
初
期
救
急
診
療
、
筑
波
大
学
病
院

連
携
事
業
に
加
え
、
健
康
都
市
宣
言
、
健
康

づ
く
り
計
画
策
定
な
ど
Ｗ
Ｈ
Ｏ
健
康
都
市
を

目
指
し
た
取
組
み
を
新
規
事
業
と
し
て
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

３月１日　平成23年第１回笠間市議会定例会
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主
要
施
策
の
概
要
【
抜
粋
】

１
．
広
域
交
流
基
盤
を
生
か
し
た

新
時
代
の
ま
ち
づ
く
り

【
土
地
利
用
・
都
市
基
盤
】

２
．
多
彩
な
交
流
で
飛
躍
す
る
活

力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
【
産
業
】

□
岩
間
駅
周
辺
整
備
事
業

　

岩
間
地
区
の
新
た
な
玄
関
口
と
し
て
、
交

通
結
節
点
の
機
能
強
化
や
駅
ア
ク
セ
ス
の
利

便
性
向
上
の
た
め
、
駅
舎
お
よ
び
自
由
通

路
、
岩
間
駅
東
大
通
り
線
の
整
備
を
進
め
、

来
年
３
月
の
供
用
開
始
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
効
率
的
な
土
地
利
用
や
居
住

環
境
の
向
上
の
た
め
、
岩
間
駅
東
土
地
区
画

整
理
事
業
を
進
め
ま
す
。

□
国
・
県
道
の
整
備

　

国
道
50
号
は
、
稲
田
地
区
の
慢
性
的
な
交

通
渋
滞
の
解
消
に
向
け
、
国
と
連
携
し
な
が

ら
、
事
業
促
進
に
努
め
ま
す
。

　

国
道
３
５
５
号
の
笠
間
バ
イ
パ
ス
整
備

は
、
県
道
笠
間
つ
く
ば
線
か
ら
市
道
来
栖
飯

合
線
ま
で
の
区
間
の
平
成
24
年
度
末
の
供
用

化
を
目
指
し
進
め
る
な
ど
、
引
き
続
き
早
期

完
成
に
向
け
、
県
と
連
携
し
な
が
ら
事
業
促

進
に
努
め
ま
す
。

　

県
道
整
備
も
、
県
と
連
携
し
な
が
ら
改
良

率
の
向
上
に
向
け
、
積
極
的
に
事
業
促
進
に

努
め
ま
す
。

□
市
幹
線
道
路
の
整
備

　

国
の
交
付
金
や
合
併
特
例
債
な
ど
を
活
用

し
な
が
ら
、
都
市
計
画
道
路
上
町
大
沢
線
、

南
友
部
平
町
線
、
笠
間
小
原
線
お
よ
び
来
栖

本
戸
線
の
整
備
の
早
期
完
成
に
努
め
ま
す
。

□
生
活
道
路
の
整
備

　

緊
急
車
両
通
行
不
能
箇
所
や
交
通
危
険
箇

所
な
ど
緊
急
性
の
高
い
要
望
箇
所
を
優
先
的

に
順
次
整
備
し
ま
す
。
笠
間
地
区
の
排
水
整

備
は
、
雨
水
排
水
等
の
調
査
結
果
に
基
づ

き
、
緊
急
度
の
高
い
箇
所
か
ら
計
画
的
に
整

備
を
行
い
ま
す
。

□
畜
産
試
験
場
跡
地
の
利
活
用

　

県
と
市
の
共
同
事
業
と
し
て
、
跡
地
利
活

用
の
う
え
で
課
題
で
あ
る
雨
水
排
水
処
理
に

つ
い
て
の
基
礎
調
査
を
実
施
し
、
跡
地
の
利

活
用
を
促
進
し
ま
す
。

□
中
小
企
業
の
支
援

　

中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
制
度
と
し
て
保

証
料
や
利
子
補
給
の
補
助
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
雇
用
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

行
っ
て
い
る
「
笠
間
市
中
小
企
業
緊
急
雇
用

安
定
支
援
補
助
金
」
を
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。

　

中
小
企
業
が
行
う
労
働
環
境
改
善
の
た
め

の
設
備
投
資
に
対
す
る
補
助
で
あ
る
「
企
業

活
動
支
援
事
業
」
の
補
助
率
を
拡
充
し
て
支

援
を
行
い
ま
す
。

□
雇
用
の
支
援

　

学
生
と
非
正
規
雇
用
者
を
対
象
に
し
た

「
就
職
応
援
事
業
補
助
金
」
と
併
せ
、
事
業

者
や
就
職
活
動
中
の
離
職
者
な
ど
の
、
就
職

に
関
連
す
る
資
格
取
得
に
対
し
て
支
援
を
行

う
「
職
業
能
力
ア
ッ
プ
支
援
事
業
」
で
は
、

対
象
事
業
者
を
拡
充
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
国
の
制
度
を
活
用
し
、
失
業
者
の
雇

用
機
会
を
創
出
す
る
事
業
と
し
て
、
引
き
続

き
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
お
よ

び
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
に
取
り
組
み
、

約
40
名
の
雇
用
を
創
出
し
ま
す
。

□
企
業
誘
致
の
推
進

　

高
速
道
路
の
優
位
性
を
生
か
し
た
茨
城
中

央
工
業
団
地
（
笠
間
地
区
）
や
笠
間
東
工
業

団
地
は
、
企
業
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
行
い
、
企
業
誘
致
に
取
り
組
み
ま

す
。
既
存
企
業
の
支
援
は
、
企
業
へ
の
定
期

的
訪
問
を
行
い
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
や
事
業
地
拡
張
計

画
な
ど
の
支
援
強
化
を
図
り
ま
す
。

□
定
住
化
の
促
進

　

都
内
で
笠
間
市
の
紹
介
・
説
明
会
を
実
施

す
る
な
ど
、
移
住
促
進
対
策
を
進
め
、
ま

た
、
さ
ら
な
る
市
の
魅
力
向
上
、
若
年
層
の

市
内
へ
の
引
き
込
み
を
図
る
た
め
、
景
観
の

調
査
研
究
を
美
術
系
大
学
と
の
連
携
事
業
と

し
て
進
め
ま
す
。
併
せ
て
、
教
育
、
育
児
等

を
含
め
た
安
心
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
強

力
に
進
め
な
が
ら
、
住
居
対
策
な
ど
も
、
引

き
続
き
検
討
を
進
め
ま
す
。

□
商
業
の
振
興

　

県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
商
工
会
や
商

店
会
な
ど
が
笠
間
地
区
と
岩
間
地
区
で
実
施

す
る
空
き
店
舗
対
策
や
賑
わ
い
創
出
な
ど
の

事
業
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
笠
間
地
区

市
街
地
内
を
め
ぐ
る
事
業
を
商
店
会
・
商
工

会
・
観
光
協
会
・
美
術
館
な
ど
と
連
携
し
、

「
街
な
か
周
遊
事
業
」
と
し
て
実
施
し
ま

す
。

　

笠
間
の
ご
当
地
グ
ル
メ
と
し
て
認
知
さ
れ

て
き
て
い
る
「
笠
間
の
い
な
り
寿
司
」
は
、

笠
間
の
い
な
り
寿
司
い
な
吉
会
が
、
昨
年
、

茨
城
県
で
初
め
て
Ｂ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
を
主

催
す
る
愛
Ｂ
リ
ー
グ
の
準
会
員
と
し
て
加
盟

が
認
め
ら
れ
、
今
年
９
月
に
埼
玉
県
行
田
市

で
開
催
さ
れ
る
関
東
Ｂ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
に

参
加
す
る
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
笠
間
を
Ｐ

Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
県
内
外
の
ご
当

地
グ
ル
メ
を
集
め
た
「
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ

サ
ミ
ッ
ト
in
笠
間
」
を
秋
に
開
催
し
ま
す
。

笠間市みどりの広場での「笠間いきいき広場」　　

笠間初午いなり寿司まつり
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　　「かさまの粋」　

□
笠
間
稲
荷
門
前
通
り
整
備
事
業

　

本
市
を
代
表
す
る
観
光
拠
点
で
あ
る
笠
間

稲
荷
神
社
を
中
心
と
し
た
笠
間
稲
荷
門
前
通

り
周
辺
地
区
は
、
永
続
的
な
観
光
交
流
拠
点

と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
賑
わ
い

創
出
を
図
る
た
め
、
地
元
協
議
会
と
連
携
し

て
話
し
合
い
を
進
め
ま
す
。

□
地
場
産
業
の
支
援

　
「
稲
田
み
か
げ
石
」
は
、
県
や
関
係
機
関

と
連
携
し
、
公
共
事
業
へ
の
活
用
や
販
路
拡

大
事
業
と
し
て
「
い
ば
ら
き
ス
ト
ー
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」「
ス
ト
ー
ン
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ

ン
」
で
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
稲
田

み
か
げ
石
ス
ラ
ッ
ジ
の
環
境
対
策
事
業
と
し

て
、
ス
ラ
ッ
ジ
処
理
組
合
へ
の
支
援
を
引
き

続
き
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
の
制
度
を
活

用
し
、
稲
田
み
か
げ
石
の
販
路
拡
大
と
ス

ト
ー
ン
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
作
品
の
活
用
に
向

け
た
「
稲
田
み
か
げ
石
紹
介
事
業
」
を
稲
田

石
材
商
工
業
協
同
組
合
に
委
託
し
て
実
施
し

ま
す
。

　
「
笠
間
焼
」
は
、
陶
板
等
の
公
共
事
業
へ

の
活
用
や
「
笠
間
の
陶
炎
祭
」「
笠
間
火
器
」

な
ど
特
長
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
の
ほ

か
、
笠
間
焼
の
販
路
拡
大
を
目
指
す
「
笠
間

焼
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
事
業
」
を
国
の
制
度
を
活

用
し
、
引
き
続
き
笠
間
焼
協
同
組
合
へ
委
託

し
て
実
施
し
ま
す
。ま
た
、全
国
の
ア
マ
チ
ュ

ア
陶
芸
家
を
対
象
に
実
施
す
る
「
か
さ
ま
ア

マ
チ
ュ
ア
陶
芸
展
」へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
地
域
商
品
券
発
行
事
業
」
は
、

市
民
の
購
買
意
欲
の
高
揚
と
市
内
の
商
工
業

者
の
活
性
化
を
図
る
経
済
活
性
化
の
事
業
と

し
て
支
援
し
ま
す
。

□
観
光
の
振
興

　
「
笠
間
発
見
ツ
ア
ー
ズ
」
は
笠
間
市
が
目

標
と
し
て
い
る
「
通
年
型
観
光
地
」
を
目
指

し
た
、
笠
間
の
特
色
を
活
か
し
た
体
験
型
旅

行
プ
ラ
ン
を
販
売
す
る
も
の
で
す
の
で
、
市

と
し
て
も
笠
間
の
Ｐ
Ｒ
に
な
る
新
し
い
プ
ラ

ン
を
企
画
・
提
案
し
、
さ
ら
に
笠
間
観
光
協

会
を
支
援
し
ま
す
。

　

観
光
Ｐ
Ｒ
は
、
北
関
東
自
動
車
道
全
線
開

通
や
茨
城
空
港
の
路
線
拡
大
を
契
機
に
、
関

係
団
体
と
連
携
し
た
活
動
を
新
潟
、
長
野
方

面
へ
も
強
化
し
ま
す
。
北
関
東
自
動
車
道
を

利
用
す
る
観
光
客
を
市
内
観
光
施
設
に
誘
導

す
る
案
内
板
を
笠
間
西
Ｉ
Ｃ
付
近
に
新
た
に

２
基
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　

茨
城
空
港
は
、笠
間
観
光
協
会
と
連
携
し
、

韓
国
を
中
心
に
笠
間
特
有
の
産
業
視
察
プ
ラ

ン
を
企
画
・
提
案
し
、
国
際
観
光
の
推
進
を

図
り
ま
す
。
空
港
周
辺
７
市
町
で
構
成
し
て

い
る
茨
城
空
港
周
辺
地
域
資
源
活
用
推
進
連

絡
会
、
通
称
「
セ
ブ
ン
ネ
ッ
ト
」
に
よ
る
広

域
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

県
内
で
初
め
て
認
定
さ
れ
た
「
恋
人
の
聖

地
」
は
、
若
い
カ
ッ
プ
ル
だ
け
で
な
く
子
ど

も
か
ら
年
配
の
方
ま
で
、
何
度
で
も
訪
れ
た

く
な
る
よ
う
な
聖
地
づ
く
り
を
目
指
し
、
青

年
会
議
所
が
主
催
す
る
北
山
公
園
で
の
恋
人

の
聖
地
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
支
援
や
、
愛
宕
山

に
恋
人
の
聖
地
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
光
の
オ
ブ

ジ
ェ
の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
茨
城
の
新
し
い
文
化
の
発
信
基
地

と
し
て
、「
伝
統
工
芸
と
新
し
い
造
形
美
術
」

を
テ
ー
マ
と
し
、
年
間
約
70
万
人
が
訪
れ
る

笠
間
芸
術
の
森
公
園
の
さ
ら
な
る
利
用
促
進

や
、
周
辺
地
域
と
の
調
和
を
図
る
た
め
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ロ
ー
ド
や
北
駐
車
場
入
り
口
な

ど
に
、
道
路
景
観
整
備
等
を
推
進
し
ま
す
。

　

春
の
「
花
め
ぐ
り
」、
秋
の
「
笠
間
の
菊

ま
つ
り
」
等
を
魅
力
の
あ
る
も
の
と
し
、「
つ

つ
じ
祭
り
」
や
「
菊
ま
つ
り
」
に
お
い
て
夜

の
イ
ベ
ン
ト
を
充
実
さ
せ
、
観
光
客
の
滞
在

時
間
の
延
長
や
宿
泊
の
促
進
が
図
れ
る
よ
う

関
係
団
体
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

笠
間
の
菊
ま
つ
り
で
は
、
笠
間
稲
荷
神
社

入
り
口
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
に
設
置
し
た
大

学
と
の
連
携
に
よ
る
「
き
く
ポ
ケ
ッ
ト
」
が

観
光
客
や
地
元
の
方
に
好
評
で
あ
り
ま
し
た

の
で
、
平
成
23
年
度
も
新
た
な
装
飾
を
検
討

し
、
笠
間
ら
し
い
菊
の
華
や
か
さ
を
演
出
し

ま
す
。

□
水
田
農
業
の
推
進

　
「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
事
業
」
が
畑
作

も
含
め
て
本
格
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
多

く
の
生
産
農
家
が
本
制
度
の
恩
恵
を
得
ら
れ

る
よ
う
に
説
明
・
周
知
等
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
米
の
生
産
調
整
は
、
引
き
続
き
集
落
営

農
組
織
等
に
対
す
る
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
市
の
転
作
推
奨
作
物
と
し
て
推
進
し
て

い
ま
す
新
規
需
要
米
の
流
通
助
成
を
新
た
に

実
施
し
ま
す
。

□
経
営
安
定
化
農
業

　

安
定
的
な
農
業
経
営
を
目
指
し
た
担
い
手

の
育
成
強
化
と
新
規
就
農
者
の
確
保
に
努
め

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
個
別
経
営
相
談
会
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
農
業
者
に
対
す
る
各

種
補
助
事
業
の
情
報
提
供
お
よ
び
就
農
志
向

者
へ
の
支
援
活
動
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

□
耕
作
放
棄
地
対
策

　

農
業
の
担
い
手
が
耕
作
放
棄
地
を
借
り
受

け
再
生
す
る
際
の
国
の
助
成
事
業
に
市
単
独

補
助
を
上
乗
せ
し
、
積
極
的
な
農
地
の
再
生

支
援
を
行
い
ま
す
。

□
農
産
物
の
生
産
振
興

　

花
き
や
栗
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
本
市
の
主

要
な
農
産
物
の
生
産
体
制
の
強
化
支
援
策
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
特
に
、
要
望
の
多

か
っ
た
、
栗
園
の
改
植
に
対
す
る
伐
採
・
抜

根
作
業
費
用
の
一
部
助
成
を
新
た
に
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
農
産
物
を
販
売
促
進
に

結
び
つ
け
る
戦
略
と
し
て
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
「
か
さ
ま
の
粋
」
認
証
制
度
に
よ
り
、
さ

ら
な
る
認
証
農
産
品
の
創
出
を
図
る
と
と
も

に
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
で
の
Ｐ
Ｒ
を
通
じ
積
極

的
に
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

□
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

　

３
月
に
地
域
住
民
の
手
に
よ
る
フ
ル
サ

ポ
ー
ト
型
市
民
農
園
「
あ
い
あ
い
農
園
」
が

開
園
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
新
た
な
形

態
の
市
民
農
園
と
し
て
、
地
元
管
理
組
合
に

よ
る
積
極
的
な
運
営
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

□
農
地
の
基
盤
整
備

　

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
の
箱
田
中
央

地
区
お
よ
び
滝
川
地
区
と
畑
地
帯
総
合
整
備
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事
業
の
小
原
地
区
を
県
営
事
業
に
よ
り
実
施

し
て
お
り
、
地
域
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら

順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

　

霞
ケ
浦
農
業
用
水
は
、
末
端
の
受
益
地
で

あ
る
北
川
根
地
区
ま
で
の
早
期
着
水
や
友
部

土
地
改
良
区
内
の
揚
水
施
設
改
修
の
県
営
基

盤
整
備
事
業
へ
の
採
択
を
目
指
し
、
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
ま
す
。

　

石
岡
台
地
農
業
用
水
は
、
関
係
土
地
改
良

区
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
将
来
に
向
け
た

用
水
の
安
定
供
給
が
図
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

□
農
村
環
境
保
全
対
策

　

11
地
区
組
織
、総
面
積
４
０
９
ha
で
農
地
・

水
・
環
境
保
全
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

引
き
続
き
、
土
地
改
良
施
設
の
維
持
補
修
を

含
め
地
区
の
環
境
保
全
を
図
り
ま
す
。

□
森
林
整
備

　

森
林
湖
沼
環
境
税
を
活
用
し
た
森
林
機
能

緊
急
回
復
整
備
事
業
に
よ
る
間
伐
や
作
業
路

の
整
備
と
、
身
近
な
み
ど
り
整
備
推
進
事
業

よ
る
平
地
林
や
里
山
林
の
整
備
・
保
全
を
行

い
、
健
全
な
森
林
の
育
成
と
多
様
な
森
林
の

活
用
を
推
進
し
ま
す
。

生
涯
に
わ
た
り
、
健
康
で
元
気
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
行

動
指
針
と
な
る
計
画
で
、
平
成
22
年
度
に
実

施
し
た
、
市
民
の
生
活
習
慣
等
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
策
定
し
ま
す
。

□
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
推
進

　

市
立
病
院
の
経
営
は
、
患
者
数
の
増
加
が

見
ら
れ
る
も
の
の
、
未
だ
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
市
立
病
院
が
目
指
す
在
宅
医

療
を
支
援
す
る
訪
問
診
療
を
積
極
的
に
行
う

と
と
も
に
、
県
立
中
央
病
院
や
市
内
医
療
機

関
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
め
、
患
者
を
増
加

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
経
営
健
全
化
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
企
業
等
の
健
康
診
断
な
ど
の
受
入

れ
も
積
極
的
に
行
い
、
収
益
の
増
加
に
つ
な

が
る
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

市
立
病
院
で
も
医
師
確
保
が
重
要
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
筑
波
大
学
学
生
の
地
域
医

療
の
教
育
の
場
と
し
て
、
市
立
病
院
が
地
域

医
療
研
修
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
、
非
常
勤

医
師
の
派
遣
を
受
け
て
い
ま
す
が
、今
後
は
、

入
院
患
者
や
訪
問
診
療
に
も
対
応
で
き
る
常

勤
医
師
確
保
に
向
け
、
医
療
関
係
機
関
を
訪

問
す
る
な
ど
、
情
報
を
収
集
し
医
師
の
確
保

に
努
め
ま
す
。

□
医
療
体
制
の
充
実

　

市
立
病
院
に
お
け
る
日
曜
・
平
日
夜
間
の

初
期
救
急
診
療
と
と
も
に
、
新
た
に
救
急
セ

ン
タ
ー
を
オ
ー
プ
ン
し
た
県
立
中
央
病
院
と

の
連
携
を
さ
ら
に
強
め
る
な
ど
、
安
心
し
て

医
療
が
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、

医
療
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

□
医
療
福
祉
費
自
己
負
担
助
成
事
業

　

妊
娠
の
継
続
ま
た
は
安
全
な
出
産
の
た
め

に
治
療
が
必
要
と
な
る
疾
病
ま
た
は
負
傷
に

対
し
、
医
療
費
の
無
料
化
を
図
り
、
制
度
を

充
実
さ
せ
ま
す
。

□
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業

　

平
成
23
年
度
は
、
新
た
に
脳
ド
ッ
ク
を
加

え
、高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

□
福
祉
の
推
進

　

笠
間
市
地
域
福
祉
計
画
を
基
本
に
、
少
子

化
対
策
を
は
じ
め
高
齢
者
福
祉
・
障
害
者
福

祉
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
社
会
福
祉

協
議
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
福
祉
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

□
障
害
者
福
祉
の
推
進

　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
総
合
的
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、「
笠
間
市
障
害
者

計
画
」
と
今
後
３
か
年
を
計
画
期
間
と
し
た

「
笠
間
市
障
害
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、
障

害
を
も
つ
方
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会
は
、
地
域

ケ
ア
事
業
や
関
係
各
課
お
よ
び
関
係
機
関
と

の
連
携
を
深
め
、
多
様
化
す
る
相
談
に
対
応

で
き
る
体
系
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

□
生
活
保
護
世
帯
の
自
立
促
進

　

今
後
も
厳
し
い
雇
用
情
勢
が
予
測
さ
れ
る

中
で
、
国
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
事
業
を
活

用
し
、
新
た
に
「
就
労
支
援
相
談
員
」
を
配

置
し
て
、
被
保
護
者
の
社
会
的
自
立
に
向
け

た
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

□
高
齢
者
福
祉
の
推
進

　

平
成
24
年
度
〜
26
年
度
ま
で
の
３
か
年
を

計
画
期
間
と
し
た
第
５
期
の
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
高
齢
者
へ
の
支
援
・
理
解

を
図
る
た
め
の
講
演
会
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
、
シ
ル
バ
ー
・
リ
ハ
ビ
リ
体

操
の
普
及
、
転
倒
予
防
や
認
知
機
能
改
善
に

役
立
つ
ス
ク
エ
ア
・
ス
テ
ッ
プ
教
室
の
開
催

や
そ
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
等
に
引
き
続
き
取
り

組
む
と
と
も
に
、
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
通
所

事
業
を
介
護
予
防
事
業
に
移
行
し
、
介
護
予

防
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

□
介
護
保
険
事
業

　

給
付
費
適
正
化
推
進
運
動
を
進
め
る
と
と

も
に
、
家
族
介
護
用
品
お
よ
び
介
護
慰
労
金

支
給
な
ど
の
介
護
者
へ
の
支
援
を
行
い
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

□
児
童
館
の
建
設

　

子
育
て
支
援
の
拠
点
と
し
て
の
複
合
的
な

機
能
を
有
す
る
児
童
館
の
建
設
は
、
南
友
部

地
内
の
市
有
地
を
建
設
場
所
と
決
定
し
、
来

年
４
月
の
開
館
を
目
指
し
取
り
組
み
ま
す
。

□
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

子
育
て
の
援
助
を
希
望
す
る「
利
用
会
員
」

と
子
育
て
の
援
助
を
す
る
「
提
供
会
員
」
と

３
．
共
に
支
え
あ
い
、
健
や
か
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

【
健
康
・
福
祉
】

□
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

笠
間
市
の
さ
ら
な
る
一
体
感
を
醸
成
す
る

市
民
総
ぐ
る
み
の
運
動
と
し
て
、
市
民
の
多

く
が
関
心
の
あ
る
健
康
を
テ
ー
マ
に
、
平
成

23
年
度
策
定
す
る
「
笠
間
市
健
康
づ
く
り
計

画
」
を
核
と
し
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
健
康
都
市
を

目
指
し
た
取
組
み
を
展
開
し
ま
す
。

　
「
笠
間
市
健
康
づ
く
り
計
画
」
は
市
民
が

笠間市立病院夜間救急診療開始式
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４
．
自
然
と
共
生
し
た
安
全
で
や

さ
し
さ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
【
生
活
環
境
】

の
相
互
援
助
活
動
と
し
て
、
ま
た
必
要
と
し

て
い
る
子
育
て
世
帯
の
支
援
事
業
と
し
て
、

今
後
も
強
力
に
実
施
し
ま
す
。

□
父
子
世
帯
に
対
す
る
援
助

　

母
子
世
帯
に
対
す
る
援
助
と
同
様
に
、
児

童
扶
養
手
当
の
給
付
や
就
労
支
援
対
策
な

ど
、
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
の
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
、
増
加
が
予
想
さ
れ
る
問
題

ケ
ー
ス
に
的
確
に
対
応
し
ま
す
。

□
保
育
事
業
の
運
営

　

延
長
保
育
や
一
時
保
育
、
障
害
児
保
育
な

ど
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

引
き
続
き
子
ど
も
を
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る

よ
う
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

□
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

今
年
４
月
に
東
小
学
校
に
児
童
ク
ラ
ブ
を

開
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
内
の
す
べ
て
の

小
学
校
に
設
置
が
完
了
し
ま
す
。
ま
た
、
入

所
希
望
者
が
定
員
を
上
回
る
友
部
第
二
小
学

校
に
第
２
児
童
ク
ラ
ブ
を
増
設
す
る
こ
と
に

よ
り
、
待
機
児
童
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

　

す
で
に
７
児
童
ク
ラ
ブ
を
民
間
委
託
し
て

い
ま
す
が
、新
た
に
箱
田
小
、東
小
、友
部
小
、

岩
間
第
一
小
の
児
童
ク
ラ
ブ
を
民
間
委
託
す

る
予
定
で
、
残
る
３
児
童
ク
ラ
ブ
も
民
間
活

力
の
導
入
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
、
児

童
や
保
護
者
の
希
望
に
沿
っ
た
運
営
を
推
進

し
ま
す
。

□
不
妊
治
療
費
の
助
成

　

夫
婦
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

体
外
受
精
・
顕
微
授
精
と
も
、
１
回
10
万
円

を
限
度
に
、
１
年
度
あ
た
り
２
回
ま
で
、
通

算
５
年
間
助
成
す
る
制
度
を
継
続
し
ま
す
。

□
「
か
さ
ま
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
24
」

　
「
か
さ
ま
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
24
」
は
、
日
常

の
健
康
に
関
す
る
不
安
等
を
解
消
し
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
よ
り
一
層
の
利
用

促
進
を
図
り
ま
す
。

□
予
防
接
種
の
推
進

　

子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急
促
進

臨
時
特
例
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、
子
宮
頸

が
ん
の
発
症
を
効
果
的
に
予
防
で
き
る
子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
を
中
学
１
年
生
か
ら

高
校
１
年
生
の
女
子
に
、
ま
た
、
侵
襲
性
肺

炎
球
菌
感
染
症
を
抑
え
、
細
菌
性
髄
膜
炎
の

発
症
を
予
防
す
る
、
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
を
０
歳
か
ら
４
歳
児
に
対
し
て

実
施
し
ま
す
。

□
出
会
い
創
出
支
援
事
業

　

市
内
の
団
体
が
行
う
出
会
い
の
場
づ
く
り

や
、
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

へ
の
入
会
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
独
身
者
の
親
た
ち
の
結
婚
セ
ミ
ナ
ー
や

交
流
会
な
ど
を
開
催
し
、
新
た
な
視
点
か
ら

の
出
会
い
の
場
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

宍戸小放課後児童クラブ

□
上
水
道
事
業
の
推
進

　

経
営
基
盤
の
強
化
、
水
源
並
び
に
水
道
施

設
の
適
正
な
維
持
管
理
を
図
り
、
事
業
の
健

全
経
営
に
努
め
、
安
全
な
水
道
水
の
安
定
供

給
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
石
綿
管
・
鉛
管
の

早
期
解
消
に
向
け
て
、
引
き
続
き
事
業
を
進

め
ま
す
。

　

水
道
料
金
の
見
直
し
を
昨
年
９
月
水
道
運

営
審
議
会
へ
諮
問
を
行
い
ま
し
た
。
料
金
統

合
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
段
階
的

に
行
い
、
平
成
30
年
度
を
最
終
年
度
と
し
て

３
地
区
の
統
合
を
進
め
ま
す
。

□
下
水
道
事
業
の
推
進

　

下
水
道
管
き
ょ
整
備
は
、
接
続
意
向
調
査

等
に
よ
る
優
先
順
位
の
検
討
を
行
い
、
水
洗

化
率
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
笠
間
地

区
か
ら
の
圧
送
管
、
笠
間
幹
線
の
予
備
ル
ー

ト
の
一
部
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
浄

化
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
の
汚
泥
棟
増
設
工
事
を

進
め
汚
水
処
理
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

□
農
業
集
落
排
水
事
業
の
推
進

　

小
原
地
区
を
中
心
と
す
る
友
部
北
部
Ⅰ
期

地
区
の
管
き
ょ
工
事
の
ほ
か
、
汚
水
処
理
場

の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
も
、

引
き
続
き
森
林
湖
沼
環
境
税
を
原
資
と
す
る

県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
高
度
処
理
型
合

併
浄
化
槽
の
設
置
促
進
を
図
り
、
公
共
用
水

域
の
水
質
保
全
と
生
活
環
境
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

□
消
防
防
災
対
策

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
を
図
る
と
と

も
に
、
防
火
水
槽
や
消
火
栓
な
ど
の
施
設
整

備
を
継
続
し
て
実
施
す
る
ほ
か
、
円
滑
な
消

防
活
動
を
す
る
た
め
、
友
部
消
防
署
の
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新
し
ま
す
。

□
救
急
体
制

　

市
民
へ
の
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
取
扱
い
を
含
む
普
通
救
命
講
習
会
を
、

救
急
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
よ
び
女
性
消
防
団
員

と
連
携
し
て
開
催
し
、
救
命
率
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
救
命
士
の
病
院
実
習
を
中
心

と
し
た
再
教
育
を
充
実
さ
せ
、
救
急
隊
員
が

行
う
応
急
処
置
の
質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

□
消
防
団

　

団
員
の
確
保
を
図
る
た
め
市
広
報
紙
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
消
防
団
の
活
動
状
況
を
掲

載
す
る
と
と
も
に
、
消
防
団
協
力
事
業
所
表

示
制
度
を
取
り
入
れ
、
消
防
団
と
事
業
所
と

の
連
携
と
協
力
体
制
を
構
築
し
、
団
員
が
活

動
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

□
防
災
の
推
進

　

地
域
の
防
災
意
識
の
高
揚
と
防
災
力
の
強

化
を
図
る
た
め
に
引
き
続
き
区
長
等
の
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
自
主
防
災
組
織
の
設

立
を
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
８
月
に
畜
産
試
験
場
跡
地
に

お
い
て
、
茨
城
県
と
合
同
の
総
合
防
災
訓
練

を
行
い
、
災
害
時
に
お
け
る
迅
速
・
的
確
な

防
災
活
動
お
よ
び
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
応

援
体
制
を
強
化
し
、
併
せ
て
市
民
の
防
災
に

対
す
る
理
解
と
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま

す
。

□
防
犯
、
交
通
安
全
対
策

　

住
宅
の
玄
関
や
窓
な
ど
の
防
犯
対
策
に
対

し
て
助
成
を
行
う
「
住
ま
い
の
防
犯
対
策
助

成
事
業
」
を
新
た
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
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犯
罪
の
抑
止
を
目
的
と
し
て
、
友
部
駅
・
笠

間
駅
・
稲
田
駅
の
各
駅
前
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
防
犯
活
動
を

行
う
団
体
を
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

団
体
と
し
て
委
嘱
す
る
こ
と
で
、
防
犯
活
動

団
体
に
対
す
る
支
援
を
積
極
的
に
行
い
、
引

き
続
き
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
を
活
用
し
た

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業

を
行
い
ま
す
。

　

笠
間
警
察
署
と
連
携
し
て
、
65
歳
以
上
の

運
転
に
自
信
が
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
免

許
の
自
主
的
な
返
納
を
進
め
ま
す
。
運
転
免

許
返
納
者
の
支
援
と
し
て
、
引
き
続
き
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
利
用
チ
ケ
ッ
ト
や
市
内
タ
ク

シ
ー
利
用
回
数
券
の
交
付
を
行
い
ま
す
。

□
消
費
者
問
題

　

被
害
防
止
・
解
決
の
相
談
窓
口
で
あ
る
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
を
増
員
し
、
相

談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
消
費

者
被
害
の
自
己
防
衛
を
図
る
笠
間
独
自
の

「
市
民
消
費
者
力
ア
ッ
プ
事
業
」
に
取
り
組

み
、
基
礎
的
な
知
識
を
学
ぶ
市
民
講
座
や
、

市
民
講
座
で
学
ん
だ
知
識
を
活
用
す
る
消
費

生
活
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
認
定
を
行
い

人
材
を
育
成
し
ま
す
。

□
環
境
対
策

　

環
境
基
本
計
画
推
進
事
業
は
、引
き
続
き
、

市
民
・
事
業
者
・
市
が
協
働
し
て
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や

住
宅
用
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
の
設
置
補
助
、
公
用

車
の
電
気
自
動
車
導
入
を
引
き
続
き
行
う
と

と
も
に
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
タ
ウ
ン
事
業
等
に

取
り
組
み
、
温
暖
化
防
止
の
啓
発
を
図
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
市
内
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効

果
ガ
ス
を
削
減
し
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
市
民
・
事
業
者
・
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
や
責
務
を
共
有
し
、
地
域
が
一
体
と
な
り

温
暖
化
防
止
に
取
り
組
む
「
笠
間
市
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

□
「
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」

　

昨
年
11
月
30
日
に
締
結
し
た
「
地
域
振
興

及
び
環
境
保
全
等
に
関
す
る
協
定
書
」
に
基

づ
き
、地
域
振
興
と
環
境
保
全
を
図
り
ま
す
。

□
ご
み
の
収
集

　

笠
間
地
区
で
は
、
祝
日
の
ご
み
の
収
集
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
祝
日
に
可
燃

ご
み
の
収
集
が
あ
た
っ
た
地
区
は
そ
の
翌
日

に
収
集
を
行
う
こ
と
と
し
、
市
民
生
活
の
利

便
を
図
り
ま
す
。

□
住
宅
等
の
耐
震
改
修

　

住
宅
等
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
向
け
た

「
笠
間
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
」に
基
づ
き
、

昭
和
56
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
を

対
象
と
し
た
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

□
公
園
管
理

　

笠
間
市
都
市
公
園
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー

制
度
要
綱
に
よ
り
、市
民
と
の
協
働
に
よ
る
、

公
園
の
美
化
・
維
持
管
理
等
を
推
進
し
ま
す
。

□
道
路
管
理

　

笠
間
市
道
路
里
親
制
度
実
施
要
綱
に
よ

り
、
市
道
に
お
け
る
清
掃
、
美
化
等
の
活
動

を
住
民
と
行
政
が
協
力
し
て
美
し
い
潤
い
あ

る
道
路
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
道
路
愛
護
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

クールシュヴェール講師によるコンサート

自主防災組織（岩間栄町区）

５
．
人
が
輝
き
、
豊
か
な
文
化
を
創

造
・
発
信
す
る
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
【
教
育
・
文
化
】

□
学
力
向
上
対
策

　

学
力
調
査
等
に
見
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
実

態
や
、
学
力
に
関
す
る
課
題
へ
の
対
応
と
し

て
、
各
学
校
が
自
主
性
を
発
揮
し
学
力
向
上

に
向
け
た
教
育
活
動
を
推
進
す
る
「
学
力
向

上
支
援
事
業
」
や
、
夏
休
み
期
間
中
に
小
学

４
年
生
を
対
象
と
し
て
補
習
授
業
を
行
う

「
学
び
の
広
場
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。

□
寺
子
屋
事
業

　

各
学
年
に
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
２
名
配

置
し
、
児
童
一
人
一
人
に
対
応
し
た
き
め
細

か
な
指
導
を
行
い
ま
す
。

□
学
校
施
設

　

宍
戸
小
学
校
校
舎
と
笠
間
中
学
校
校
舎
の

耐
震
補
強
工
事
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
稲

田
小
学
校
校
舎
と
友
部
第
二
小
学
校
校
舎
の

耐
震
補
強
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

□
学
校
規
模
の
適
正
化

　

引
き
続
き
各
委
員
の
幅
広
い
意
見
を
求
め

な
が
ら
適
正
な
学
区
編
成
に
関
す
る
答
申
を

い
た
だ
き
、
そ
れ
に
基
づ
く
実
施
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

□
学
校
給
食

　

昨
年
４
月
か
ら
友
部
地
区
の
炊
飯
委
託
経

費
の
一
部
を
補
助
し
、
友
部
・
岩
間
地
区
の

給
食
費
を
同
額
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
笠
間

地
区
は
、
過
去
12
年
間
に
わ
た
り
据
え
置
い

て
き
ま
し
た
が
、
近
年
の
食
材
費
の
高
騰
に

よ
り
、
栄
養
価
や
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
給

食
を
提
供
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
ま

し
た
の
で
、本
年
４
月
か
ら
給
食
費
を
増
額
・

改
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

市
内
全
校
の
給
食
費
が
統
一
さ
れ
ま
す
。

□
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　
「
ク
ー
ル
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ル
国
際
音
楽
ア
カ

デ
ミ
ー
in
か
さ
ま
」の
ほ
か
、新
た
に
市
内
の

全
小
学
校
を
対
象
に
、「
青
少
年
劇
場
小
公

演
事
業
」に
取
り
組
み
、学
校
に
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
を
派
遣
し
て
、
子
ど
も
達
が
生
の
演
奏
を

鑑
賞
す
る
こ
と
で
、
音
楽
を
よ
り
身
近
な
も

の
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
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６
．
人
と
地
域
、
絆
（
き
ず
な
）

を
大
切
に
し
た
元
気
な
ま
ち

づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
【
自
治
・
協
働
】

□
笠
間
陶
芸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

今
年
９
月
に
、
東
京
藝
術
大
学
が
主
催
す

る
国
際
陶
芸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、

そ
の
会
場
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
笠
間
芸
術
の

森
公
園
を
中
心
に
市
内
各
所
で
「
笠
間
陶
芸

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、
ア
ジ
ア
、
中
近
東
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
北
米
、
南
米
な
ど
約
１
６
０
人
の
諸
外

国
の
陶
芸
教
育
者
と
学
生
が
集
い
、
陶
芸
文

化
交
流
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
市
に
お

い
て
は
、
笠
間
焼
の
伝
統
文
化
と
の
交
流
を

通
じ
、
笠
間
焼
の
振
興
を
促
進
し
ま
す
。

□
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

か
さ
ま
陶
芸
の
里
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
全
国

高
等
学
校
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
６
月
に
宍
戸
ヒ
ル

ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
る
日
本

ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
選
手
権
と
同
時
開
催
の
ス

ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
全
国
大
会
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
の
連
携

を
図
り
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

□
ス
ポ
ー
ツ
施
設

　

市
民
球
場
の
内
野
お
よ
び
フ
ェ
ン
ス
等
の

工
事
を
実
施
し
、
施
設
の
安
全
を
優
先
し
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

笠
間
武
道
館
が
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、改
築
に
向
け
た
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

□
図
書
館
の
利
用
促
進

　

現
在
行
っ
て
い
ま
す
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
事
業
の
完
了
に
よ
り
、
利
便
性
が
よ
り

向
上
し
ま
す
の
で
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
即
し
た

資
料
収
集
と
積
極
的
な
提
供
を
行
い
、
引
き

続
き
利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
さ
ら
に
推

進
す
る
た
め
の
新
規
事
業
と
し
て
「
と
し
ょ

か
ん
１
年
生
」
を
行
い
ま
す
。　

□
国
際
交
流
の
推
進

　

引
き
続
き
中
国
を
派
遣
先
と
し
、
高
校
生

を
中
心
と
し
て
６
名
の
派
遣
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

海
外
都
市
と
の
交
流
は
、
笠
間
市
国
際
交

流
協
会
と
連
携
し
、
ド
イ
ツ
・
ラ
ー
市
を
は

じ
め
各
国
大
使
館
と
の
交
流
等
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
国
際
化
に
対
応
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
定
住
外
国
人
を
支
援

す
る
生
活
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
情
報
の
提
供

を
行
い
ま
す
。

□
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

平
成
23
年
度
を
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
元
年

と
位
置
付
け
、
ま
ち
づ
く
り
や
協
働
を
テ
ー

マ
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
地
区
ご
と
に

開
催
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
浸
透
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
11
月
に
は
市
民
憲
章

推
進
全
国
大
会
が
「
人
を
育
む
」
を
テ
ー
マ

に
笠
間
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
民

を
主
体
と
し
た
協
働
事
業
し
て
実
施
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
活
動
へ
の
き
っ
か
け
、
や
り
が
い
や

楽
し
み
づ
く
り
と
し
て
、
市
民
が
行
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
社
会
貢
献
に
対
し
ポ
イ
ン
ト
を

発
行
し
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
記
念
品
や
市
民

活
動
支
援
な
ど
に
活
用
で
き
る
「
地
域
ポ
イ

ン
ト
制
度
」
を
、
茨
城
県
内
の
市
町
村
で
は

初
の
試
み
と
し
て
導
入
し
ま
す
。
平
成
23
年

度
は
市
民
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
社
会
実
験
を
行

い
、
笠
間
独
自
の
地
域
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
本

格
導
入
に
向
け
て
制
度
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
助
成
金
は
、
新
た

な
団
体
の
利
用
促
進
を
図
り
、
市
民
活
動
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

笠
間
市
で
は
権
限
移
譲
に
よ
り
今
年
の
４

月
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
証
事
務
を
行
い
ま

す
。
笠
間
市
に
は
21
団
体
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
法
人
化
に
向
け
た
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
専
門
的
知
識

を
活
か
し
た
行
政
と
の
協
働
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

□
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

　

笠
間
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ
き
、

引
き
続
き
意
識
啓
発
事
業
や
男
女
共
同
参
画

推
進
事
業
者
の
認
定
を
進
め
ま
す
。特
に「
男

女
共
同
参
画
講
座
」
で
は
、
男
性
や
若
い
世

代
の
方
を
対
象
と
し
て
、
家
庭
や
地
域
へ
の

参
画
支
援
の
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
笠
間
市
審
議
会
等
委
員
へ
の
女
性

の
参
画
促
進
要
項
に
基
づ
き
、
女
性
委
員
の

い
な
い
審
議
会
等
の
解
消
と
、
女
性
委
員
の

割
合
を
平
成
24
年
度
ま
で
に
30
％
に
引
き
上

げ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

□
ま
ち
づ
く
り
振
興
基
金
の
創
設

　

合
併
後
の
新
市
の
一
体
感
の
醸
成
の
た

め
、
合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
各
種
事
業
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
合
併
特
例
債

を
活
用
し
て
、
地
域
の
連
携
強
化
や
振
興
対

策
に
資
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
振
興
基
金
」
を

創
設
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
役

立
て
ま
す
。

□
行
財
政
改
革

　

第
二
次
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
更

な
る
行
財
政
改
革
を
推
し
進
め
、
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤
の
構
築
に

努
め
ま
す
。

　

試
行
的
に
行
っ
た
行
政
評
価
外
部
評
価
で

す
が
、平
成
23
年
度
か
ら
本
格
実
施
に
移
し
、

市
民
の
皆
様
な
ど
の
評
価
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
施
策
へ
と
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
種
団
体
に
対
す

る
補
助
金
の
見
直
し
で
す
が
、
昨
年
答
申
を

受
け
た
補
助
金
検
討
委
員
会
の
答
申
結
果
に

基
づ
き
な
が
ら
、
補
助
金
の
適
正
化
に
向
け

見
直
し
を
進
め
ま
す
。

□
組
織
機
構
の
改
正

　

基
礎
自
治
体
と
し
て
の
機
能
を
十
分
発
揮

で
き
る
、
持
続
的
な
組
織
体
制
の
確
立
を
目

指
し
、総
務
部
・
保
健
衛
生
部
・
都
市
建
設
部
・

各
支
所
の
改
編
を
行
い
ま
す
。特
に
支
所
は
、

組
織
が
大
き
く
変
わ
り
、
こ
れ
ま
で
の
５
課

３
分
室
か
ら
３
課
に
集
約
し
ま
す
が
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し

ま
す
の
で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
は
今
、
大
き
な
変
革
の
中

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
合
併
６
年

目
を
迎
え
る
今
年
は
、「
合
併
後
の
新
時
代

か
ら
更
な
る
躍
進
へ
」
と
、
将
来
に
向
け
て

の
土
台
づ
く
り
を
し
っ
か
り
と
行
う
年
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

笠
間
市
総
合
計
画
・
基
本
構
想
の
６
つ
の

柱
を
基
本
に
、
議
会
は
も
と
よ
り
市
民
の
皆

様
と
真
摯
に
議
論
を
重
ね
、
手
を
携
え
な
が

ら
、職
員
と
一
丸
と
な
っ
て「
み
ん
な
で
創
る

文
化
交
流
都
市
」
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

笠
間
市
長　

山
口　

伸
樹
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一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
合
わ

せ
た
平
成
23
年
度
総
額
は
、
４
６
８
億
８
，０

９
４
万
１
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
予
算
編
成

に
当
た
っ
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
重
点

的
か
つ
効
率
的
な
予
算
配
分
に
努
め
、
特
に
少

子
化
対
策
、
農
業
対
策
、
医
療
・
福
祉
対
策
に

重
点
を
お
い
た
予
算
編
成
を
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

　

一
般
会
計
は
、
市
税
や
地
方
交
付
税
を
は
じ

め
、
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
や
交
付
金
な
ど
を

財
源
と
し
て
、
福
祉
・
教
育
・
土
木
・
衛
生
な

ど
の
基
本
的
な
施
策
を
行
う
会
計
で
す
。

　

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
は
、
２
７
３
億
２

千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
歳
入　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

　

自
主
財
源
の
う
ち
、
市
税
は
87
億
６
０
０
万

１
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
依
存
財
源
の
地

方
交
付
税
は
57
億
３
千
万
円
、
国
庫
支
出
金
に

つ
い
て
は
39
億
６
，１
０
６
万
７
千
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
の
歳
入
に
つ
い
て
も
、

適
切
な
見
通
し
の
も
と
に
計
上
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
積
極
的
に
財
源
の
確
保
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

■
歳
出　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

　

限
ら
れ
た
財
源
に
対
し
、
歳
出
で
は
経
費
節

減
に
努
め
、
各
種
施
策
の
効
果
的
な
予
算
配
分

を
行
い
ま
し
た
。

　

民
生
費
に
は
、
高
齢
者
の
福
祉
対
策
、
障
害

者
の
入
所
・
通
所
等
の
支
援
費
、
子
育
て
支

援
対
策
と
し
て
児
童
館
の
建
設
、
子
ど
も
手

当
、
乳
幼
児
や
重
度
心
身
障
害
者
等
の
医
療
扶

助
、
生
活
保
護
な
ど
の
経
費
と
し
て
88
億
２
，

９
７
２
万
４
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

土
木
費
に
は
、
生
活
道
路
の
改
良
工
事
や
市

内
幹
線
道
路
の
新
設
工
事
、
公
共
下
水
道
事

業
等
へ
の
繰
出
金
な
ど
と
し
て
、
32
億
６
，

９
５
１
万
６
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

教
育
費
に
は
、
笠
間
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整

備
費
、
小
中
学
校
、
幼
稚
園
の
整
備
・
管
理
費

や
生
涯
学
習
・
公
民
館
・
図
書
館
運
営
な
ど
の

社
会
教
育
費
、
体
育
振
興
・
給
食
セ
ン
タ
ー
運

営
な
ど
の
保
健
体
育
費
な
ど
と
し
て
35
億
２
，

１
８
１
万
６
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

一般会計　273億 2,000万円

民生費
88億2,972万4千円
（32.3%）

民生費
88億2,972万4千円
（32.3%）

教育費
35億2,181万6千円
（12.9%）

教育費
35億2,181万6千円
（12.9%）土木費

32億6,951万6千円
（12.0%）

土木費
32億6,951万6千円
（12.0%）

総務費
30億3,824万3千円
（11.1%）

総務費
30億3,824万3千円
（11.1%）

公債費
28億1,445万5千円
（10.3%）

公債費
28億1,445万5千円
（10.3%）

衛生費
23億3,933万5千円
（8.6%）

衛生費
23億3,933万5千円
（8.6%）

消防費
13億4,821万8千円
（4.9%）

消防費
13億4,821万8千円
（4.9%）

農林水産業費
10億112万7千円
（3.7%）

農林水産業費
10億112万7千円
（3.7%）

商工費
5億2,161万4千円
（1.9%）

商工費
5億2,161万4千円
（1.9%）

諸支出金
2億8,121万6千円
（1.0%）

諸支出金
2億8,121万6千円
（1.0%）

議会費
3億3,473万4千円
（1.2%）

議会費
3億3,473万4千円
（1.2%）

市税
87億600万1千円
（31.9%）

市税
87億600万1千円
（31.9%）

歳入歳入 歳出歳出
地方交付税
57億3,000万円
（21.0%）

地方交付税
57億3,000万円
（21.0%）国庫支出金

39億6,106万7千円
（14.5%）

国庫支出金
39億6,106万7千円
（14.5%）

市債
34億10万円
（12.4%）

市債
34億10万円
（12.4%）

県支出金
17億2,282万8千円
（6.3%）

県支出金
17億2,282万8千円
（6.3%）

諸収入
8億1,932万4千円
（3.0%）

諸収入
8億1,932万4千円
（3.0%）

地方消費税交付金
6億8,204万7千円
（2.5%）

地方消費税交付金
6億8,204万7千円
（2.5%）

繰入金
6億3,205万3千円
（2.3%）

繰入金
6億3,205万3千円
（2.3%）

その他
16億6,658万円
（6.1%）

その他
16億6,658万円
（6.1%）

その他
2,000万2千円
（0.1%）

その他
2,000万2千円
（0.1%）

平
成
平
成
2323
年
度
予
算

年
度
予
算

人件費
59億121万4千円
（21.6%）

人件費
59億121万4千円
（21.6%）

扶助費
52億4,557万5千円
（19.2%）

扶助費
52億4,557万5千円
（19.2%）

物件費
40億441万9千円
（14.6%）

物件費
40億441万9千円
（14.6%）

繰出金
32億7,808万4千円
（12.0%）

繰出金
32億7,808万4千円
（12.0%）

普通建設事業費
31億6,412万1千円
（11.6%）

普通建設事業費
31億6,412万1千円
（11.6%）

公債費
28億1,445万5千円
（10.3%）

公債費
28億1,445万5千円
（10.3%）

補助費等
20億9,245万1千円
（7.7%）

補助費等
20億9,245万1千円
（7.7%）

積立金
6億1,634万6千円
（2.2%）

積立金
6億1,634万6千円
（2.2%）

その他
2億333万5千円
（0.8%）

その他
2億333万5千円
（0.8%）

歳出性質別状況

「笠間市民」結婚応援 結婚応援プラン
まるごと含まれた安心プランの誕生

本格的な大聖堂で外国人牧師による
感動的な結婚式を！

平日59,800 円
土日祭日118,000 円

小さな結婚式
30名様からご利用になれます。

※内容は当社基準とさせていただきます。
※詳しくはお問い合わせください。
※各月５組様限定

【内容】●教会式●結婚証明書●ブライズルーム
●ウェディングドレス・タキシードレンタル料
●新郎着付料●新婦着付料
●小物●写真（６ツ切/１ポーズ）

神前式・人前式もございます

パークスガーデンプレイス 検索

結
婚
相
談
所

縁
結
び
ご
相
談
賜
り
ま
す
。

　
　
　

 

入
会
金
・
年
会
費
無
料

　
　
　

 

個
人
情
報
厳
守
い
た
し
ま
す
。

主な内容
お料理・飲み物・挙式料・会場費・衣装
司会・美容・着付け・記念品・写真他

お一人様２万円から
　　　　　笠間市民の皆様へ
・笠間市に感謝をこめてこれからも
　ご愛顧賜ります様お願い申し上げます。

●衣裳何着でも50%OFF
●ご両家にモーニング＆留袖各１着レンタル無料サービス

※当館で結婚式を挙げられる方※笠間市に在住の方
※他のプランとの併用はできません。

結婚式場パークスガーデンプレイス（旧友部グリーンビュー） 〒309-1717 茨城県笠間市旭町305 ℡0296-78-1122

ーその他特典をご用意（詳しくはお問合せ下さい）ー

特　典
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総務費
税金の賦課、戸籍
や住民登録の経費、
広報紙の発行など

37,963円

土木費
市道の整備・補修
や公共下水道の繰
出金など

40,853円

教育費
各小中学校や公民
館・図書館の運営
費など

44,006円

民生費
高齢者・障害者福
祉対策や医療福祉
など

110,329円

市民一人当
たりに使わ
れるお金
※２月28日現在人
口（住民基本台帳）
80,031人で算出

合計

341,367円

その他
議会費や商工費など

14,464円

農林水産業費
国・県事業の負担
金や農業振興等補
助金など

12,509円

消防費
消防団や防災施設
整備費など

16,846円

衛生費
予防接種や各種健
診、ごみ処理事業
など

29,230円

公債費
市債の元金・利子
の返済

35,167円

■企業会計
区　　　分 予　算　額

市立病院事業会計 5億4,470万　  円
　　収益的支出 5億4,200万　  円
　　資本的支出 270万　  円
水道事業会計合計 22億6,715万8千円
　　収益的支出 17億7,000万　  円
　　資本的支出 4億9,715万8千円
工業用水道事業会計 5,708万3千円
　　収益的支出 2,900万　  円
　　資本的支出 2,808万3千円
企　業　会　計 28億6,894万1千円 

■特別会計
区　　　分 予　算　額

国民健康保険特別会計 80億4,200万円
後期高齢者医療特別会計 6億2,300万円
介護保険特別会計 47億  800万円
介護サービス事業特別会計 2,500万円
公共下水道事業特別会計 25億7,100万円
農業集落排水事業特別会計 5億5,300万円
岩間駅東土地区画整理事業 1億7,000万円
特　別　会　計 166億9,200万円

▲
特別会計は、国民健康保険や介護保険、公共下水道事業な
どの特定事業を行う場合、それぞれの特定収入で運営して
いく独立した会計のことです。 ▲

企業会計は、事業から得る収益を主な財源として、運営し
ていく会計のことです。本市では、市立病院事業と水道事
業および工業用水道事業で３会計があります。

一 般 会 計 　273億2,000万円　　　企 業 会 計 　  28億6,894万1千円
特 別 会 計 　166億9,200万円　　　予 算 総 額　  468億8,094万1千円



◆り災証明の申請受付

受付時間　８時30分～17時
受付場所　笠間市役所本所　災害相談窓口（１階

ロビー）
※４月21日からは市民活動課窓口

提出書類　証明願（捺印）、被害状況の写真
※写真は４枚以上　できる限り被害状
況がわかる写真を多く

　証明書様式は、本所（り災受付窓口）・支所（市
民窓口課）で配布、ホームページ（災害情報：り災
証明について）からもダウンロードできます。

◆り災証明書とは

　「り災証明書」は、市が建物（住宅）の被害状況
調査を行い、その確認した事実に基づき発行する証
明書です。各種の被災者支援制度の適用を受けるに
あたって、証明書の発行が必要な場合は、市民の皆
さんからの申請に基づき発行します。

　笠間市では、り災証明書の受付を４月20日まで災害相談窓口（笠間市役所本所ロビー）で行っ
ています。４月21日以降は、市民活動課の窓口で継続して受付を行う予定ですが、住宅に大きな
損壊を受けた方は、現地調査を行いますのでなるべく早いうちに申請をお願いします。
　一部損壊のり災証明書の発行については、添付写真を確認し、10日程度で証明書を発行する予
定です。り災状況が写真で確認できない場合や一部損壊か半壊等の状況確認が必要な場合は、現地
確認を行いますので期間を要します。

　半壊（建物の損壊20％）の損壊程度とは屋根がほとんど損壊・落下、壁（外壁・内壁）が半分以上崩壊し、
柱には亀裂や損傷がある状態となります。
※屋根（瓦）が破損・落下した場合は、損壊10％以下となります。
※民間の保険会社と被害判定が異なる場合があります。

◆主なり災証明書の使い道

□公的な支援：被災者生活再建支援法の適用、税
金・利用料等の減免　等

□民間の支援：災害保険への申告、銀行融資の条
件、会社への見舞金請求、学校の入
学金等の減免　等

◆建物の被害区分（内閣府の指針による区分）

　被害区分は、被害の程度50％以上は「全壊」、40
％～50％は「大規模半壊」、20％～40％は「半
壊」、20％以下は「一部損壊」となります。り災証
明書は「住宅」と「非住宅（店舗・事務所・倉庫・
家財等）」に分けて証明書を発行しますので、基本
的には住宅は１棟ごと、非住宅では、事務所・店
舗・倉庫・家財などそれごとに申請をお願いしま
す。
　なお、非住宅については、被害区分の判定は行わ
ず、り災したことのみの証明となります。

問合せ先　市民活動課　77-1101　内線134

全　　壊 半　　壊 一部損壊

参 考 事 例

被 災 写 真 の 例

り災証明書の発行についてり災証明書の発行について
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東平鍼・灸接骨院

わたしたち笠間市民のねがい　～笠間市民憲章～
市民憲章

　

笠
間
市
で
は
、
平
成
23
年
度
の

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
二

酸
化
炭
素
冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給

湯
器
（
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
）
の
設
置

費
補
助
希
望
（
抽
選
参
加
）
申
込

み
の
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

●
申
込
み
で
き
る
方

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
ま
た

は
市
内
に
住
所
を
定
め
よ
う
と

す
る
方
の
う
ち
、
補
助
金
交
付

時
ま
で
に
笠
間
市
内
に
住
所
を

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
方

②
自
ら
居
住
す
る
住
宅
（
店
舗
等

の
併
用
住
宅
を
含
む
）
に
補
助

対
象
設
備
を
設
置
す
る
方
お
よ

び
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
市
内

に
補
助
対
象
設
備
付
き
住
宅
を

購
入
す
る
方

③
補
助
申
請
に
係
る
す
べ
て
の
手

続
き
を
平
成
24
年
３
月
20
日
ま

で
に
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
る

方
④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

●
申
込
期
限

　

５
月
31
日
（
火
）
ま
で

●
受
付
窓
口

　

環
境
保
全
課
、
笠
間
支
所
生
活

課
（
地
域
課
）、
岩
間
支
所
生
活

課
（
地
域
課
）

●
申
請
書
類

　

設
置
費
補
助
希
望（
抽
選
参
加
）

申
込
書

※
笠
間
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ま
た
、
各
窓
口
で
も
配
布
し
て

い
ま
す
。

●
注
意
点

※
補
助
金
交
付
者
は
抽
選
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。
抽
選
日（
公
開
）

は
６
月
８
日
（
水
）
午
前
９
時

か
ら
友
部
公
民
館
大
会
議
室
で

行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
抽
選
申

込
者
が
定
員
に
満
た
な
い
場
合

は
、
申
込
者
全
員
が
補
助
対
象

と
な
り
ま
す
。

※
市
か
ら
の
補
助
金
交
付
決
定
通

知
前
に
補
助
対
象
機
器
の
設
置

工
事
を
開
始
し
た
場
合
に
は
、

補
助
金
の
交
付
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。（
補
助
金
交
付
決
定
は
、

抽
選
当
選
者
が
設
置
費
補
助
金

申
請
後
、
２
週
間
程
度
か
か
り

ま
す
。）

●
問
合
せ

環
境
保
全
課
（
内
線
１
２
５
）

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
お
よ
び

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
お
よ
び

住
宅
用
二
酸
化
炭
素
冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

住
宅
用
二
酸
化
炭
素
冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

給
湯
器
設
置
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

給
湯
器
設
置
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
【
補
助
内
容
】　

太陽光発電システム 二酸化炭素冷媒ヒートポンプ給湯器

補助対象

電力会社と電力受給契約および余剰電力の
販売契約をしているもので、太陽電池モジ
ュールの最大出力の合計値が10kW未満の
住宅用太陽光発電システムの設置

自ら居住する住宅に設置された年間給湯効
率が3.1以上の機器の設置

補助金額 1kWあたり60,000円（限度額250,000円） 一台につき60,000円

　笠間市は、豊かな自然に恵まれ、
先人たちが育んできた歴史や文化の
薫るまちです。わたしたちは、この
ふるさとを愛し、市民相互の交流に
つとめ、「住みよいまち　訪れてよ
いまち　笠間」をめざします。

自然を愛し、美しくゆめのあるまちにしよう
健康で働き、元気でいきがいのあるまちにしよう
歴史と文化を大切にし、豊かでうるおいのあるまちにしよう
思いやりの心を育て、明るいほほえみのあるまちにしよう
きまりを守り、安心でやすらぎのあるまちにしよう

平成19年１月１日制定
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　この度、全国共済農業協同組合連合会茨城県
本部から同団体が取り組んでいる ｢地域の安全・
安心プロジェクト」の一環として、笠間市へ最
新型の高規格救急車が寄贈されました。
　寄贈に伴い、去る２月18日、笠間市消防本部
において受納式を行いました。
　受納式には関係者約70名が参加し、全国共済
農業協同組合連合会茨城県本部　市野沢 弘 運営
委員会会長から山口市長へ救急車のマスコット
キーが手渡され、山口市長からは同団体の功績
をたたえ感謝状を贈呈、市野沢会長、山口市長
および来賓の方々による挨拶の後、救急隊員に
よるデモンストレーションを実施しました。
　今回寄贈された救急車は、７人乗りの高規格
救急車で、救急救命士が車内で高度な救命処置
を行いながら患者を搬送できる車両です。式典
終了後、友部消防署へ配備しました。

　なお、笠間市消防本部では、管内に５台の救
急車を配備していますが、今回の寄贈を受け、
５台中４台が高規格救急車となりました。

民間自治功労者表彰が
行われました

適切な救命処置で人命救助

　２月10日、水戸市にある茨城県市町村会館で
県市長会主催の民間自治功労者表彰式が行われ、
笠間市からは、石本　誠さん、丸山　岩太郎さ
んが表彰を受けました。
　石本さんは長年にわたり笠間市嘱託医を務め、
合併後の初代笠間市医師会長として地域医療に
貢献、丸山さんはシルバー人材センターの理事
長として３市町のシルバー人材センターを統合、
また市民交流事業のリーダーとして尽力した功
績が認められたものです。

　３月29日、笠間市役所において、人命救助によ
る消防協力者表彰が行われました。
　表彰を受けたのは武藤　愛さん（旭町）。
　笠間市中央１丁目地内の飲食店で、女性が食べ
物をのどに詰まらせ意識不明の状態に陥ったとこ
ろを、同店に勤務する武藤さんが口腔内の異物を
取り除き気道を確保した上で、人工呼吸と胸骨圧
迫を行ったものです。
　救急隊が病院へ搬送した後に、女性は会話が出
来る状態まで回復しました。
　一刻を争う現場で、迅速かつ的確な救命処置を
実施したことで、一人の尊い命が救われました。

感謝状を手にする武藤さん（左）

市野沢会長（右側）からマスコットキーを受け取る山口市長

表彰状を手にする丸山さん（左）、石本さん（右）

最新型の高規格救急車が寄贈されました最新型の高規格救急車が寄贈されました
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　２月23日夕方、茨城県陶芸美術館の特別展
「REVALUE NIPPON PROJECT―中田英寿、現代陶
芸と出会う」に元プロサッカー選手の中田英寿さんが
訪れました。会場には多くの一般入館者もいましたが、
中田さんの突然の訪問に驚いていました。
　この展覧会では、現在最も注目を浴びている国内屈
指の若手陶芸家と国
内外で活躍するクリ
エイターによる５組
のコラボレーション
作品など約60点が展
示されました。

まちの

話題

いばらきデザイン
セレクション巡り＠笠間

こころに響いた透明な音色

中田英寿さん企画陶芸展を開催

　３月１日から「いばらきデザインセレク
ション巡り＠笠間」が、「回廊ギャラリー門」
などで開催されました。
　県は、優れたデザインを持つ工業製品や工
芸品、食品、建築などを「いばらきデザイン
セレクション」として選んでおり、昨年、「回
廊ギャラリー門」が審査員奨励に選ばれまし
た。それを機に、民間の陶芸ギャラリーと笠
間市、茨城県の３施設が連携することとなり
ました。
　「回廊ギャラリー門」は、築300年の梁材
を基調とした白壁の回廊型建築、半屋外の自
然光を生かして笠間焼を展示しています。
　「回廊ギャラリー門｣ ｢笠間工芸の丘｣ ｢県
窯業指導所｣ の３施設で、「いばらきデザイ
ンセレクション」の選定品を販売していま
す。

　２月21日、南中学校と稲田中学校で青少年育成笠間
地区市民会議（会長　中根勝吉さん）による音楽観賞
教室が開催されました。
　演奏してくれたのは寺沢希美さん（ヴァイオリン）
と河地恵理子さん（ピアノ）。クールシュヴェール国際
音楽アカデミーinかさまでもおなじみで息もぴったり
の２人が、エルガーの「愛のあいさつ」や、プッチー
ニのオペラ、トゥーランドットから「誰も寝てはなら
ぬ」、フォスターの「トゥ　ラブ　ユー　モア」などを
演奏しました。
　ヴァイオリンの説明やおしゃべり、生徒からの質問
にこたえるなど、終始楽しい雰囲気のコンサートでし
たが、２人のプロの演奏に触れると、会場の生徒たち
は目を潤ませて聞き入っていました。

作品を鑑賞する中田英寿さん

南中学校音楽室での演奏の様子

回廊ギャラリー門
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創業300年の歴史ある
畳屋で修業してきました
創業300年の歴史ある
畳屋で修業してきました

すべて国産品!!
変わった表も多数
取り揃えております。

すべて国産品!!
変わった表も多数
取り揃えております。

笠間市小原1216 TEL.0296-77-7845

見 積 り 無 料

10%OFF10%OFF10%OFF

暖かくなってきま
したね。

コタツをあげて畳
替えは

いかがですか？

表替え

H22年１月
オープン!!畳工房ニタイラ

・畳表替え………
・襖張替え………
・障子張替え（大）
・アミ戸張替え（大）

3,900円～
2,800円～
1,780円～
2,100円～

君
島
由
紀
子
（
泉
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
体
育
指
導
委

員
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

関　
　

和
夫
（
池
野
辺
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
笠
間
市
体
育

協
会
副
会
長
と
し
て
加
盟
団
体
の

育
成
強
化
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

中
村　

太
地
（
笠
間
）

　

国
内
の
主
要
な
大
会
で
優
勝
す

る
と
と
も
に
日
本
を
代
表
す
る
選

手
と
し
て
国
際
大
会
に
出
場
し
優

秀
な
成
績
を
収
め
ス
ポ
ー
ツ
発
展

向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

笠
間
市
ま
ち
づ
く
り
教
室

（
会
長　

川
松　

三
男
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
住
み
よ
い
ま

ち
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
目
指

し
、
行
政
と
連
携
し
市
民
活
動
の

側
面
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

東
日
本
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
笠
間
鉄
友
会

（
会
長　

石
田　

俊
夫
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
石
井
街
区
公

園
の
蒸
気
機
関
車
の
清
掃
、ま
た
、

笠
間
駅
、
稲
田
駅
、
福
原
駅
の
美

化
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

園
部　

昭
德
（
平
町
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
区
長
会
長
並

び
に
民
生
委
員
と
し
て
地
方
自
治

と
社
会
福
祉
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

飛
田　

文
雄
（
来
栖
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
区
長
会
副
会

長
と
し
て
地
方
自
治
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

深
谷　
　

忠
（
八
雲
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
人
権
尊
重
思
想
の
普
及

高
揚
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

榎
並　

和
子
（
笠
間
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し

て
更
生
保
護
活
動
に
従
事
し
公
共

の
福
祉
増
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

綿
引　

義
男
（
笠
間
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し

て
更
生
保
護
活
動
に
従
事
し
公
共

の
福
祉
増
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

磯　
　

利
子
（
稲
田
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し

て
更
生
保
護
活
動
に
従
事
し
公
共

の
福
祉
増
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
22
年
度　

笠
間
市
表
彰　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

《
受
賞
者
・
功
績
》
※
敬
称
略

　３月29日、平成22年度笠間市表彰式が笠間市役所本所で行われました。これは、市政の
発展に著しい功績があった方々をたたえるもので、行政、経済、文化、社会、体育などの
各分野で多大な貢献をされた次の９名および２団体が受賞されました。
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■新組織図

団　　　長

副　団　長

本　部　員

第1分団
・
・
・
・
・
・
・
・

第46分団

女性
消防
団員

　

笠
間
市
の
消
防
団
は
、
平
成
18
年
３

月
の
市
町
合
併
時
に
従
来
の
市
町
単
位

の
３
地
区
の
消
防
団
と
し
て
継
続
し
ま

し
た
。
平
成
20
年
４
月
１
日
に
一
つ
の

消
防
団
と
し
て
統
合
し
、
支
団
制
を
採

用
し
て
き
ま
し
た
が
、
有
事
の
際
の
迅

速
な
災
害
活
動
体
制
を
構
築
す
る
た
め

指
揮
命
令
系
統
を
一
本
化
す
る
こ
と
と

し
て
支
団
制
を
廃
止
し
、
平
成
23
年
4

月
1
日
を
も
っ
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
分
団
の
名
称
も
第
1

分
団
か
ら
第
46
分
団
と
名
称
を
変
更
し

ま
し
た
。

（
例　

笠
間
市
消
防
団
笠
間
支
団
第
1

分
団
↓
笠
間
市
消
防
団
第
15
分
団
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
消
防
本
部
ホ

ー
ム
ヘ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
方
々
が
早
朝
か
ら
順
番
待
ち

で
並
ん
で
い
る
事
態
の
解
消
や
ど
な
た

も
公
平
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
平
成
23

年
度
の
ド
ッ
ク
補
助
の
受
付
方
法
を
従

来
の
先
着
順
に
よ
る
方
法
か
ら
抽
選
に

よ
る
方
法
に
変
更
し
ま
す
。

　

本
所
・
支
所
の
担
当
窓
口
に
用
意
し

て
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
募
集
期
間
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
応
募
は
１
人
１
回
の
み
で
、
複
数

回
応
募
し
た
方
は
無
効
と
し
ま
す
。
家

族
の
名
前
で
応
募
し
て
別
人
が
受
け
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

脳
ド
ッ
ク
は
、
平
成
21
年
度
・
22
年

度
に
市
の
助
成
を
受
け
た
方
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

◆
対
象
者

　

平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
40
歳
以

上
で
受
診
日
に
74
歳
以
下
の
笠
間
市

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、
国

民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世

帯
◆
予
定
募
集
期
間

　

４
月
25
日（
月
）〜
５
月
12
日（
木
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
。
た
だ
し
、
窓
口
延
長
日
は
午

後
７
時
30
分
ま
で
。

※
募
集
期
間
や
募
集
人
数
な
ど
の
詳

細
は
決
ま
り
次
第
、
４
月
発
行
の

「
広
報
か
さ
ま　

お
知
ら
せ
版
」

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
問
合
せ

保
険
年
金
課

（
内
線
１
３
９
・
１
４
０
）

平
成
23
年
度
の
募
集
受
付
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者
で
、
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
方

◆
受
付
日
時

平
成
23
年
５
月
10
日
（
火
）
午
前
８

時
30
分
か
ら

※
詳
細
は
、
４
月
発
行
の
「
広
報
か

さ
ま
お
知
ら
せ
版
」
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◆
問
合
せ

保
険
年
金
課

（
内
線
１
４
１
・
１
４
２
）

笠
間
市
消
防
団
の
支
団
制
を
廃
止 

指
揮
命
令
系
統
を
一
本
化

４月１日
 から

国
民
健
康
保
険

人
間
ド
ッ
ク
検
診

脳
ド
ッ
ク

後
期
高
齢
者

人
間
ド
ッ
ク

脳
ド
ッ
ク
検
診

■
新
組
織

　

分
団
数
：
46
分
団

　

団
員
数
：
７
６
０
名

《
Ｈ
23
・
４
・
１
現
在
》

■
新
役
員

　

団　

長
：
深
谷　

一
郎

　

副
団
長
：
嶋
田　
　

清　

 

中
島　
　

清

　
　
　
　
　

菅
谷　

賢
一　

 

江
田　

耕
平

　
　
　
　
　

谷
口
富
士
男

　

本
部
員
：
佐
久
間
利
行　

 

深
澤
日
出
男

　
　
　
　
　

大
崎　

光
徳　

 

郡
司　

智
一

　
　
　
　
　

田
中　

　

武　

 

生
天
目
邦
夫

　
　
　
　
　

塙　
　
　

孝　

 

大
高　

勝
彦

　
　
　
　
　

中
根　

秀
司　

 

佐
々
木
裕
一

　
　
　
　
　

大
関　

賢
一　

 

水
越　
　

豊

　
　
　
　
　

仁
平　

一
征

■
問
合
せ　

消
防
本
部
総
務
課
消
防
団
係

電
話
：
０
２
９
６
―
７
３
―
０
１
１
９

　
　
　
（
内
線
２
４
０
）
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茨城県公安委員会　第401110000751号
おたからや 水戸 検索

安
心
し
て 

知
ら
な
い
人
に

個
人
情
報
を
教
え
な
い

サ
イ
ト
を
通
じ
て

知
ら
な
い
人
と
会
わ
な
い

違
法
な
フ
ァ
イ
ル
や
分
か
ら
な
い

フ
ァ
イ
ル
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
な
い

不
審
な
メ
ー
ル
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
閲
覧
し
な
い

ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を

導
入
し
よ
う

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う

Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
を

教
え
な
い
、
勝
手
に
使
わ
な
い

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
た
め
に

　

３
月
15
日
か
ら
市
内
全
域
で
光
回
線
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
メ
ー
ル
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
で
き
る
一
方
、
犯
罪
に
つ
な
が
る
よ
う
な
情
報
や
ウ

イ
ル
ス
被
害
に
あ
う
な
ど
の
危
険
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　

迷
惑
メ
ー
ル
が
届
い
た
り
、

ネ
ッ
ト
ス
ト
ー
カ
ー
に
つ
き
ま
と

わ
れ
た
り
す
る
な
ど
の
被
害
に
あ

う
こ
と
が
あ
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
人
に
自
分

　

見
覚
え
の
な
い
品
物
や
請
求
書

　

出
会
い
系
サ
イ
ト
の
18
歳
未
満

の
利
用
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ス
ト
ー
カ
ー
の
被

害
に
あ
う
こ
と
が
あ
る
た
め
、
交

流
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
見
知
ら

ぬ
人
と
会
う
こ
と
は
危
険
な
の
で

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
よ
り
パ
ソ
コ

ン
が
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
し
ま

う
危
険
が
あ
る
の
で
、
安
易
に
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
は
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

メ
ー
ル
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲

覧
し
た
だ
け
で
、
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
等
に
保
存

し
て
あ
る
情
報
が
盗
み
出
さ
れ
た

り
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
被
害
を
受
け
な
い
た
め
に

も
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
導

入
し
、
不
審
な
メ
ー
ル
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
閲
覧
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
よ
う

に
す
る
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ

フ
ト
を
導
入
し
、
知
ら
な
い
人
か

ら
の
電
子
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ
イ

ル
を
不
用
意
に
開
か
な
い
よ
う
に

す
る
、
あ
や
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
で
き
る
だ
け
ア
ク
セ
ス
し
な

い
な
ど
の
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
、
無
料
の
ウ

イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
の
よ
う
に
見

せ
か
け
て
、
ウ
イ
ル
ス
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
さ
せ
る
手
口
に
よ
る
被
害

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
ウ
イ
ル
ス
や
犯
罪
の
手

口
は
日
々
進
化
を
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
手
口
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
や
導
入

し
て
い
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
更
新

な
ど
、
自
分
自
身
を
守
る
た
め
、

常
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
関
心
を

持
つ
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

の
名
前
や
住
所
・
電
話
番
号
・
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
の
個
人
情
報
を

教
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
情
報
だ
け
で

な
く
、
家
族
や
友
人
の
個
人
情
報

も
同
様
で
す
。

　

ま
た
、
信
頼
で
き
な
い
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
個
人
情
報
の
登
録
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

が
届
く
な
ど
の
被
害
に
あ
わ
な
い

た
め
、自
分
の
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド

を
教
え
た
り
、
簡
単
に
推
測
さ
れ

る
よ
う
な
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
用
し

た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
他
人
の
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス

ワ
ー
ド
を
勝
手
に
使
用
し
て
ロ
グ

イ
ン
す
る
こ
と
は
「
不
正
ア
ク
セ

ス
」
と
い
う
犯
罪
に
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

行
政
経
営
課（
内
線
５
５
７
、５
５
８
）

※
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
関
す
る
相
談
は

茨
城
県
警
察
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
相
談

電
話

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
８
１
０
９
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電 話 番 号 一 覧
ともべ保 ともべ保育所
はいこいの家はなさか
笠公笠間公民館
友公友部公民館
岩公岩間公民館
笠保笠間保健センター
友保友部保健センター
岩保岩間保健センター
市セ市民センターいわま

法務水戸地方法務局
消本笠間市消防本部

0296-77-6105

0296-77-5110

0296-72-2100

0296-77-7533

0299-45-2080

0296-72-7711

0296-77-9145

0299-45-7888

0299-37-6611

0296-77-1101

029-227-9919

0296-73-0119

日付 曜日 病院名 電話番号

毎週 日 笠間市立病院 0296-77-0034

3 火 河村医院 0296-72-2121

4 水 常陸クリニック 0296-78-5911

5 木 神里医院 0296-72-0177

※平日夜間19:00～22:00
（祝日を除く）は笠間市
立病院で初期救急診療
を行っています。

※当番医は変更になる場
合がありますので、確
認の上、診療を受けて
ください。

５月の休日救急診療当番（9：00～17：00）５月の休日救急診療当番（9：00～17：00）

情報カレンダー情報カレンダー ▶▶▶▶▶▶　May　◀◀◀◀◀◀55月月
日付 行　　事

17火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30

18水
窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30
特設無料人権相談所　笠間市友部社会福祉会館 法務
　10:00～15:00
夢いっぱいクラブ ともべ保  9:30～11:30

19木
窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30　
　子育てサロン9:00～11:30みなみ公民館
　（更生保護女性会　甲斐邦子　☎　0296-72-1477）

20金 地域児童相談 友保  10:00～16:00

21土

22日 日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00

23月 いこいの家「はなさか」休館日

24火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30
いこいの家「はなさか」休館日

25水
窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30
特設行政相談 市セ  14:00～16:00（秘書課　内線　227）
夢いっぱいクラブ ともべ保  9:30～11:30

26木 窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30

27金

28土

29日 日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00

30月 いこいの家「はなさか」休館日

31火

日付 行　　事

１ 日

日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00
笠間の陶炎祭（ひまつり）（５月５日まで）9:00～17:00
　笠間芸術の森公園（笠間焼協同組合　☎　0296-73-0058）
笠間つつじまつり（８日まで）8:00～18:00
　笠間つつじ公園（笠間観光協会　☎　0296-72-9222）

２ 月 いこいの家「はなさか」休館日

３ 火 憲法記念日

４ 水 みどりの日

５ 木 こどもの日

６ 金

７ 土

８ 日
日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00
普通救命講習会9:00～12:00　市民センターいわま 消本
天狗の郷バザールdeいわま　岩間駅南広場

９ 月 いこいの家「はなさか」休館日

10火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30
いこいの家「はなさか」休館日

11水 窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30
夢いっぱいクラブ ともべ保  9:30～11:30

12木 窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30

13金

14土

15日 日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00
笠間いきいき市場　笠間市みどりの広場

16月 いこいの家「はなさか」休館日

※岩間子育て支援センターは、毎週月・水・金曜日に開設します（市民センターいわま10:00～16:00）。祝日は休み。
※笠間子育て支援センターは、毎週火・木・金曜日に開設します（笠間ショッピングセンターポレポレ内10:00～16:00）。祝日は休み。
※各保健センターで実施する、健診・予防接種などは、保健カレンダーをご覧ください。

テレフォンサービス（テレフォンサービス（☎☎0296-77-9711）0296-77-9711）
テレフォンサービスは当分の間お休みします。

19 平成23年　広報かさま４月号



　

下
の
図
は
、
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
が
初
婚
同
士
の
夫
婦

を
対
象
に
、
出
会
い
の
き
っ
か
け
に

つ
い
て
調
査
し
た
も
の
で
す
。
こ
の

結
果
を
み
る
と
、
最
新
の
２
０
０
５

年
で
は
職
場
関
係
の
出
会
い
よ
り
も

友
人
等
を
通
じ
て
の
出
会
い
の
方
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
２

月
放
送
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
現
代
〈
結
婚
し
た
い
の
に
〉」
で
放

送
さ
れ
た
な
か
で
も
未
婚
率
の
上
昇

の
大
き
な
原
因
の
ひ
と
つ
に
職
場
で

の
縁
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
を
あ
げ

て
い
ま
す
。
見
落
と
し
が
ち
な
身
近

な
と
こ
ろ
に
目
を
向
け
て
み
る
と
意

外
な
出
会
い
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
職
場
で
の
出
会
い
に
恵
ま
れ

な
い
状
況
も
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
よ

う
、
笠
間
市
な
ど
の
自
治
体
を
は
じ

め
、
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
情
報
を
入
手
し
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

〒
３
１
０―

０
０
１
１

水
戸
市
三
の
丸
１―

５―

３
８

（
茨
城
県
三
の
丸
庁
舎
３
階
）

℡
０
２
９―

２
２
４―

８
８
８
８

℻
０
２
９―

２
２
４―

８
９
２
１

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く
）

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.ibccnet.com

市
長
コ
ラ
ム

市
長
コ
ラ
ム

市
長
コ
ラ
ム

震
度
６
強

　

そ
の
時
、
私
は
市
長
室
に
て
議
会

の
打
合
せ
を
職
員
と
行
っ
て
い
ま
し

た
。「
カ
タ
カ
タ
」
と
い
う
音
か
ら

「
ガ
タ
ガ
タ
」「
ギ
シ
ギ
シ
」
と
ゆ
れ

が
大
き
く
な
り
、「
で
か
い
ぞ
」「
キ

ャ
ー
」「
大
丈
夫
か
」「
頭
に
気
を
つ

け
ろ
」「
早
く
外
に
出
ろ
」
悲
鳴
と
物

が
割
れ
て
い
く
音
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
一
瞬
の
出
来
事
で
し
た
が
、
感

じ
た
こ
と
の
な
い
恐
怖
感
に
覆
わ
れ

ま
し
た
。

　

３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
。
世
界

最
大
級
の
地
震
が
東
北
、
関
東
地
方

を
中
心
に
発
生
し
、
未
曾
有
の
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の

地
震
に
お
い
て
亡
く
な
ら
れ
た
多
く

の
方
々
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
未
だ
行

方
不
明
と
な
っ
て
い
る
方
々
の
早
期

発
見
を
願
う
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ

た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

笠
間
市
に
お
い
て
も
、
約
２
，５
０

０
戸
の
家
屋
や
公
共
施
設
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
等
に
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。
地
震
後
に
お
い
て
は
避
難
所

８
ヵ
所
に
最
大
時
に
は
約
２
，０
０
０

人
の
方
が
避
難
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
原
発
に
不
安
を
感
じ
た

福
島
県
等
の
方
々
の
避
難
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
避
難
所
、
給
水
活
動
、

各
所
復
旧
等
の
作
業
に
お
い
て
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
企
業
・

商
店
の
方
々
に
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
義
援
金
、
物
資
の
支
援

も
各
方
面
か
ら
い
た
だ
き
、
皆
様
の

心
温
ま
る
励
ま
し
に
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
後
の
対
応
に
つ
い
て

は
市
民
の
ご
要
望
に
対
し
て
行
き
届

か
な
い
点
が
あ
り
、
不
安
と
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
に
お
詫
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。
市
と
し
ま
し
て

は
、
完
全
復
旧
に
向
け
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
今
回

の
地
震
を
教
訓
に
防
災
対
策
を
進

め
、
安
心
で
災
害
に
強
い
街
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
冷
静
に
行
動

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
改
め
て

地
域
に
お
い
て
の
支
え
合
い
や
、
助

け
合
う
意
識
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ

と
の
大
切
さ
、
ま
た
自
主
防
災
組
織

の
必
要
性
を
認
識
さ
れ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

私
も
地
域
連
携
の
必
要
性
や
、
ト

ッ
プ
と
し
て
常
に
冷
静
に
ス
ピ
ー
デ

ィ
に
判
断
す
る
事
の
重
要
性
を
肝
に

銘
じ
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
笠
間
の
未
来
に

向
け
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。（
３
月
22

日
）

【
出
会
い
の
変
化
？
】

▶
図　

夫
婦
が
出
会
っ
た

　
　
　

き
っ
か
け
の
構
成

支援物資を届けてくれた田辺市職員と（3／12）
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先
日
北
川
根
小
学
校
の
６
年
生

に
、「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
」

の
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
早
起
き
し
て
朝
の
光
を
浴

び
・
朝
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と
で
、

体
内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト
で
き
ま

す
。
日
中
十
分
に
活
動
で
き
れ

ば
、
夜
に
は
自
然
に
眠
く
な
る
の

で
早
寝
で
き
る
と
話
し
ま
し
た
。

し
か
し
実
際
に
は
仕
事
や
勉
強
・

娯
楽
な
ど
で
、
睡
眠
を
削
っ
て
は

い
ま
せ
ん
か
。
睡
眠
不
足
は
ス
ト

レ
ス
で
あ
り
日
中
の
活
動
性
を
低

下
さ
せ
ま
す
が
、
慢
性
化
す
る
と

体
も
慣
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
本

人
が
気
付
か
な
く
て
も
注
意
力
や

集
中
力
が
落
ち
て
い
る
の
で
、
仕

事
の
ミ
ス
や
運
転
中
の
事
故
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

　

睡
眠
時
間
と
死
亡
率
の
調
査
に

よ
る
と
、
成
人
で
は
７
時
間
程
度

の
睡
眠
を
と
る
グ
ル
ー
プ
が
一
番

長
生
き
で
し
た
（
小
児
で
は
も
っ

と
必
要
で
す
が
）。
睡
眠
時
間
が

短
い
と
死
亡
率
も
高
め
て
し
ま
う

の
で
す
。
し
か
し
意
外
に
も
睡
眠

時
間
は
長
く
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

長
い
睡
眠
が
必
要
と
い
う
こ
と

は
、
睡
眠
の
質
が
悪
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
時
間
的
に
十
分
寝
て
い

る
の
に
日
中
眠
く
な
っ
て
し
ま
う

に
は
、
何
か
原
因
が
あ
る
の
で

す
。

　

最
近
で
は
日
中
の
眠
気
を
引
き

起
こ
す
原
因
と
し
て
、
睡
眠
時
無

呼
吸
症
候
群
や
む
ず
む
ず
脚
症
候

群
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
き

な
い
び
き
を
か
い
た
り
息
が
止
ま

っ
て
し
ま
っ
た
り
は
し
て
い
ま
せ

ん
か
、
夜
間
に
下
肢
が
ほ
て
っ
て

動
か
し
た
く
な
っ
た
り
周
期
的
に

び
く
つ
い
た
り
し
ま
せ
ん
か
。
こ

れ
ら
の
症
状
は
治
療
で
改
善
し
う

る
の
で
、
家
族
に
睡
眠
状
態
を
み

て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
寝

酒
を
す
る
と
深
い
睡
眠
が
得
ら
れ

ず
、
夜
中
眼
が
覚
め
て
し
ま
い
ま

す
。
熟
睡
感
が
得
ら
れ
ず
お
酒
に

頼
っ
て
眠
ろ
う
と
し
ま
す
が
、
そ

の
原
因
も
お
酒
に
あ
る
の
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
睡
眠
時
無
呼
吸
も

悪
化
さ
せ
ま
す
の
で
、
寝
る
前
の

飲
酒
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

必
要
な
睡
眠
時
間
に
は
個
人
差

が
あ
り
、「
何
時
間
眠
っ
た
か
」
よ

り
も
「
日
中
眠
く
な
ら
な
い
か
」

が
大
事
で
す
。
日
中
の
眠
気
に
も

っ
と
敏
感
に
な
り
、
睡
眠
の
質
に

つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。
日
中
し

っ
か
り
活
動
し
て
夜
は
し
っ
か
り

眠
る
と
い
う
、
メ
リ
ハ
リ
が
大
事

な
の
で
す
。

睡
眠
の
質
を
考
え
る

―
「
何
時
間
眠
っ
た
か
」よ
り
も
、「
日
中
眠
く
な
ら
な
い
か
」―

笠
間
市
立
病
院　

石
塚
恒
夫

企
業
活
動
緊
急
支
援
補
助

　

従
業
員
の
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

目
的
に
、
企
業
が
行
う
福
利
厚
生
施
設
等

を
整
備
す
る
経
費
に
対
す
る
補
助
で
す
。

◆
対
象
者　

中
小
企
業
者

◆
対
象
経
費

　

福
利
厚
生
施
設
等
の
整
備
に
要
す
る
経
費

◆
補
助
額

整
備
に
要
す
る
１
０
０
万
円
以
上
の
経

費
の
５
分
の
１
以
内
。
補
助
限
度
額

３
０
０
万
円

中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
支
援
補
助

　

従
業
員
の
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
、

国
の
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
支
援
助
成

金
の
支
給
決
定
を
受
け
た
、
中
小
企
業
の

事
業
主
の
負
担
す
る
経
費
に
対
す
る
補
助

で
す
。

◆
対
象
者

中
小
企
業
者
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
国
助

成
金
に
係
る
休
業
等
の
実
施
計
画
届
を

提
出
し
支
給
の
決
定
を
受
け
た
者
で
平

成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
申
請
し
た

者
）

◆
対
象
経
費

国
の
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
支
援
助

成
金
の
支
給
決
定
を
受
け
た
、
中
小
企

業
の
事
業
主
の
負
担
す
る
経
費

◆
補
助
額

国
支
給
決
定
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
額

の
５
％
相
当
額

職
業
能
力
ア
ッ
プ
支
援
補
助

　

中
小
企
業
者
や
就
職
活
動
中
の
離
職

者
、
未
就
職
者
等
が
、
職
に
関
連
す
る
資

格
を
取
得
す
る
た
め
の
受
験
料
等
の
経
費

に
対
す
る
補
助
で
す
。

◆
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
す
る
就
職
活
動
中
の

離
職
者
、
未
就
職
者
等
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
求
職
登
録
済
の
者
）
お
よ
び
中
小

企
業
者
（
事
業
主
を
含
め
１
企
業
５
人

ま
で
）

◆
対
象
経
費

個
人
お
よ
び
事
業
主
が
負
担
す
る
資
格

取
得
に
関
す
る
受
験
料
等
の
経
費

◆
補
助
額

経
費
の
２
分
の
１
以
内
の
額
と
し
、10
万

円
を
限
度
と
す
る
。
交
付
は
２
回
ま
で

就
職
応
援
事
業
補
助

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
学
生
等
お
よ
び

非
正
規
雇
用
者
が
、
平
成
23
年
２
月
１
日

以
降
に
受
験
等
を
し
た
、
就
職
に
役
立
つ

資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
受
験
料
等
の
経

費
に
対
す
る
補
助
で
す
。

◆
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
す
る
学
生
等
お
よ
び

非
正
規
雇
用
者

◆
対
象
経
費

平
成
23
年
２
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
１

月
31
日
の
間
に
受
験
等
を
し
た
、
就
職

に
役
立
つ
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
受

験
料
等
の
経
費

◆
補
助
額

経
費
の
２
分
の
１
以
内
の
額
と
し
、
10

万
円
を
限
度
と
す
る
。
交
付
は
２
回
ま

で

※

申
請
に
あ
た
っ
て
の
要
件
等
詳
細
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
・
問
合
せ
】

　

商
工
観
光
課　

内
線
５
１
７

健康ホットライン 市立病院の医療コラム⑳市立病院の医療コラム⑳

中
小
企
業・就
職
活
動
中
の
離
職
者・学
生
等
に
対
す
る
支
援

中
小
企
業・就
職
活
動
中
の
離
職
者・学
生
等
に
対
す
る
支
援
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こうみんかん こうみんかんこうみんかん
活動中です活動中です

※4月の日本語教室は中止になりました。

第３３回地区公民館芸能発表会を開催

笠間公民館　 ☎02
96-72-2100

友部公民館　 ☎02
96-77-7533

岩間公民館　 ☎02
99-45-2080

　笠間地区公民館連絡協議会主催による、第33回地区公民館芸能発表会が３月６日（日）に笠間公民館大
ホールで開催されました。12館ある地区公民館では、舞踊、詩吟、フラダンス、三味線、フォーク、カラ
オケなどさまざまなサークル活動が行われており、日頃の成果を披露し盛大に開催されました。

　４月の「世界のランキング　１・２・３」は世界の住
み良い大都市ランキングです。さあ、世界のことを知っ
て交流を始めましょう。

「世界のランキング　１・２・３」
世界の住み良い大都市ランキング　 

１位　ストックホルム(スウェーデン)
２位　オスロ(ノルウェー)
３位　ミュンヘン(ドイツ)

参考：東京（日本）は20位　
　　　ニューヨーク（アメリカ）は15位
※UCLA環境研究所：飲料水・温室効果ガス放出量・教育環境・
収入水準の調査結果

５月の国際交流情報
☆陶炎祭ボランティアガイド
　4月29日(金)～5月5日（木）【陶芸美術館エリア（予定）】
☆笠間市国際交流協会総会
　5月28日(土)午後1時30分～【笠間工芸の丘･会議室】
☆日本語教室（友部公民館　午前１０時～）
　5月7日（土）、14日（土）、21日（土）

国際交流サロン

問合せ：一般社団法人 笠間市国際交流協会　℡ 090-2761-8711（木村 美枝子）

笠間市国際交流協会総会開催の
おしらせ

　笠間市国際交流協会の平成23年度総
会を５月28日（土）午後１時30分に
笠間工芸の丘･会議室で開催します。
会場にて新規入会者の受付もいたしま
す。新入会員も総会に参加できます。

クウェートナショナルデーにクウェート大使に陶板贈呈

22平成23年　広報かさま４月号



笠間図書館　☎ 0296-72-5046
友部図書館　☎ 0296-78-1200
岩間図書館　☎ 0299-45-2082

問合せ問合せ

書籍・CD・
DVD か んんし よよとと

　笠間市立図書館では、今年度から「としょかん
１年生事業」を始めました。
　この事業は、新１年生のみなさんに、自分の
カードで資料を借り、図書館のことをもっと知っ
て、楽しく使ってもらうことを目的としていま
す。
　お子さんが小さいうちは、ご家族のカードで一
緒にご利用いただいていることが多いと思います
が、１年生になった機会に、お子さん本人のカー
ドを作ってみてはいかがでしょうか。
　今年度は、笠間市の新１年生約700名に、入学
のお祝いとして「準備パック」をお渡ししまし
た。すでにカードを持っている新１年生のみなさ
んも含め、引換券を図書館にお持ちいただけれ
ば、カードケース、図書館使い方ガイド、おすす
め本リストなどが入った「としょかん１年生パッ
ク」をお渡しします。
　ぜひ最寄りの笠間市立図書館へお越しくださ
い。

☆としょかん1年生事業スタート！
　蔵書点検やシステム更新作業、開館準備を経
て、３月１日に待望の開館を迎えました。新設の
ゲート前に、ボランティアの皆さんから贈られた
花が添えられ、開館をお待ちの利用者やボラン
ティアの皆様、新聞・テレビなどの報道、主催側
の市教育委員会・図書館関係者により、開館記念
式典を開催しました。飯島教育長と利用者代表の
伊藤さんによるテープカットで開館し、新機能の
携帯電話利用の貸出・自動貸出機の実演が行われ
ました。この様子は、ＮＨＫテレビで放送され、
新聞でも紹介されました。

◆友部図書館でリニューアル開館記念式典を開催

　笠間図書館では、精巧なしかけが盛りだくさん
の、しかけ絵本ギャラリーを設置しています。か
わいらしい絵の裏で、緻密な計算が幾重もの複雑
な動きを実現しています。
　ぜひ、繊細で美しいしかけ絵本の世界をご堪能
ください。

◆笠間図書館　しかけ絵本ギャラリー展示中

笠間図書館笠間図書館

友部図書館友部図書館

岩間図書館岩間図書館

各館の
行事予定（５月）
各館の
行事予定（５月）

◆おはなし会（0歳～４歳向け　午前11時～）
　５月 5日（木）『そっくりで』ほか
　５月19日（木）『ありさんどうぞ』ほか
◆おはなし会(4歳～小学生向け　午後2時～)
　５月 1日（日）『ちからたろう』ほか
　５月 8日（日）『くわずにょうぼう』ほか
　５月15日（日）『ちいさないきものむし』ほか
◆名作映画会（午後２時～）
　５月22日（日）『ハリー・ポッターと秘密の部屋』（161分）
◆ギャラリー
　５月 1日（日）まで「風景写真展示」佐川直樹個展
　５月 3日（火）～５月15日（日）
　「写真展示」友部写友会
　５月17日（火）～５月29日（日）
　「和紙ちぎり絵展示」和紙ちぎり絵すずの会
　５月31日（火）～６月12日（日）
　「水彩画展示」絵画クラブふたば会

◆おはなし会（0歳～3歳向け　午前１１時～１１時２０分）
　５月 6日（金）『おっぱい　いっぱい　のんだこは』ほか
　５月20日（金）『たまご』ほか
◆おはなし会（午後２時～２時３０分）
　５月 1日（日）『まるくておっきくてまっくろで』ほか
　５月 8日（日）『まあちゃんのながいかみ』ほか
　５月15日（日）『からすのパンやさん』ほか
　５月22日（日）『わにさんどきっ　はいしゃさんどきっ』ほか
◆ビデオ映画上映会（午後２時～）
　５月21日（土）『アルジャーノンに花束を（洋画）』（95分）

◆おはなし会（０歳～３歳向け　午前11時３０分～正午）
　５月 6日（金）「ぶるるんぷっぷー」ほか
　＊場所：岩間子育て支援センターくりのこ
◆おはなし会（4歳～小学生向け）
◇日曜おはなし会（午後2時～2時30分）
　５月 1日（日）「ふってきました」ほか
◇おはなしのとびら（午後2時～2時30分）
　５月14日（土）「うみべのハリー」ほか
◇おはなし会（午前11時～11時30分）
　５月28日（土）来てのおたのしみ！

〈
楽
し
い
し
か
け
絵
本
が

　

お
ま
ち
し
て
い
ま
す
〉

〈
式
典
の
様
子
〉

〈
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
館
内
〉

〈
準
備
パ
ッ
ク
〉

「
と
し
ょ
か
ん
１
年
生
パ
ッ
ク
」の
引
換
券
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笠間市大田町1088-3　JR友部駅北口左折900m寿司割烹千成
月曜休

「食べログ」もみてね！→

☎0296-77-2800

千成の歓送迎会ランチ

ご予約・お問合せは…
＊法事膳にもご利用下さい！通常ランチも大好評！

4月限定

ランチにぎり・ミニシーザーサラダ
ミニサーモンキッシュ・海老フライ・あら汁

デザート２種（桜とガリのシフォンケーキ他１品）

要予約・昼限定（11:00～13:30）1980円（税別）

【４月23日(土) ～５月５日(木)】
 森林公園において、森林公園フ
ェスティバルを開催します。期間
中の休祝日に、工作教室や子ヤギ
とのふれあいコーナー等、様々な
イベントが行われます。
問森林公園℡029（252）7500
【４月29日（金）～５月５日（木）】
　森のシェーブル館において、森
のシェーブル館感謝祭が開催され
ます。
問森のシェーブル館
℡029（255）1482
　水戸市内各所では、他にも各フ
ェスティバルを予定していました
が、東日本大震災により中止にな
りました。
▽桜まつり／イベントは中止
・千波公園・桜山・県庁三の丸庁
舎等
▽かたくりまつり／中止
▽つつじまつり／一部開催
・森林公園のみ開催
▽植物公園フェスティバル／中止

となりのまちから
水戸地方広域市町村圏協議会

｢第６回　スプリングフェス
ティバルin水戸｣ を開催

（水戸市）

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告　実施日　２月22日
【施設の維持管理（一般廃棄物・産業廃棄物）】
　環境保全事業団より、施設の維持管理に係る資料の提出を求め、その資料に
基づき維持管理状況の報告を受けた。
　施設の維持管理について、「施設の維持管理に関する計画」において一般廃
棄物で26項目、産業廃棄物で28項目を定めており、一般廃棄物・産業廃棄物
とも施設の維持管理計画に従い適正に実施されている。
【現地監視】
　溶融処理施設内　
　展開ヤードでの処理状況及び中央制御室での管理状況について監視した。
【次回の監視活動】
　施設モニタリング・排ガスの維持管理・浸出水の放流について実施。

〈中小企業向け特別相談窓口を開設します〉
　今回の大震災に伴う被災中小企業者等対策として、特別相談窓口を商工会に
設置いたしましたのでご利用ください。また、毎月１回開催の市制度金融審査
の受付を５月まで月２回受付いたします。
・相談内容　災害復旧貸付（日本政策金融公庫）
　　　　　　東北地方太平洋沖地震特別対策融資制度（茨城県震災対策融資）
　　　　　　笠間市中小企業事業資金融資あっせん事業（自治金融）など
・相談窓口　笠間市商工会　本所・友部事務所・岩間事務所　
・窓口時間　8:30～17:15　　問笠間市商工会0296-72-0844

問農政課（内線524）

経歴
昭和60年茨
城県庁に入庁
し、長年にわ
たり県発展の
ために尽力。
４月１日付け
で、笠間市副
市長に就任。

新・副市長が決まりました

田所　和弘
（49歳）
水戸市在住

〈地震の被害にあわれた農業者の皆様へ〉
　東日本大震災の被害にあわれた農業者の方が利用できる農業制度資金につい
てご案内します。
１．災害復旧に活用できる資金（運転資金）

２．農業施設の整備に活用できる資金

資金名 融資機関
貸付条件等

対象者 償還期間 うち据置期間 貸付限度額 貸付利率
（H23.3.18現在）

農林漁業セーフ
ティネット資金

日本政策
金融公庫

災害により被害
を受けた農業者 10年 3年 300万円

7年以内：0.75％
8年：0.85％
9年：0.95％
10年：1.05％

スーパーＳ資金 農協 認定農業者 1年 無 個人500万円
法人2,000万円 1.50%

系統農業
災害資金（※） 農協 農協の正組合員

の被害農業者 5年 1年 500万円 0.43％
（保証料含む）

（※）地震により農作物等の被害を受けた農業者（正組合員）を対象に、農協系統（ＪＡグループ茨城）が創設した資金です。
借入申込期間は平成23年３月22日から６月30日までです。

（注）融資については、各融資機関（日本政策金融公庫、農協）にご相談下さい。

資金名 融資機関
貸付条件等

対象者 償還期間 うち据置期間 貸付限度額 貸付利率
（H23.3.18現在）

農業近代化資金 農協、
銀行等

認定農業者 15年 7年 個人1,800万円
法人2億円

当初5年間無利子
5年～10年：
0.75～1.05％

10年超：
1.15～1.35％

認定農業者以外 1.60%

スーパーＬ資金 日本政策
金融公庫 認定農業者 25年 10年

個人
1億5千万円

法人5億円

当初5年間無利子
5年～10年：
0.75～1.05％

10年超：
1.15～1.60％

認定農業者
育成特別資金 農協 農協の正組合員

である認定農業者 5年 1年 500万円 実質無利子
（注）融資については、各融資機関（日本政策金融公庫、農協）にご相談ください。
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…幸せな結婚を望むあなたに…
「花嫁修業が出来る」結婚相談所
真剣に結婚を考えている方お電話
下さい。女子力UP講座も随時行っ
ております。

笠間市鯉渕6246-57　テディ・ベアー

☎0296-77-8031 ご相談無料

　今回の人事異動については、３月11日発生した東
日本大地震による災害対応等の特別事情により、部長
級の昇格等による最小限の異動に留めました。
　なお、消防については、通常どおりの人事異動を行
っています。

市民生活部長兼岩間支所市民窓口課長　　小坂　　浩
兼岩間支所生活課長
福祉部長兼福祉事務所長兼社会福祉課長　小松崎栄一
会計管理者　　　　　　　　　　　　　　中村　章一
議会事務局長兼議会事務局次長　　　　　前嶋　晃司
産業経済部農政課長兼農政課岩間分室長　田中　仁士
（茨城県より派遣）

・・・・・・・・・・・・
消防本部消防長　　　　　　　　　　　　小森　　清
消防本部消防次長兼総務課長　　　　　　大津　洋一
消防本部予防課長　　　　　　　　　　　杉山　洋一
消防本部警防課長　　　　　　　　　　　橋本　泰享
消防本部通信指令課長　　　　　　　　　田口　信助
笠間消防署長　　　　　　　　　　　　　水越　　均
友部消防署長　　　　　　　　　　　　　大貫　一郎
岩間消防署長　　　　　　　　　　　　　小松崎恵一

新規採用職員（配属先）《50音順》
朝倉　康幸（健康増進課）
安達　有香（子ども福祉課）
大久保潤樹（農村整備課）
大久保守秀（保険年金課）
小沢　　敦（商工観光課副参事）
押手　健介（道路整備課）
加藤　美幸（農政課）
加部東良平（市民課）
川﨑　仁子（企画政策課）
國谷　直人（環境保全課）
小薬翔太朗（学務課）
酒井　理恵（健康増進課）
須賀　光子（笠間市立病院）
高木　香苗（税務課）
豊田　秋平（高齢福祉課）
長谷川正美（生涯学習課）
浅井　伸樹（消防本部総務課）
森　　　翔（消防本部予防課）
大塚　　遼（消防本部総務課）
新田　　良（消防本部総務課）
白石　安彦（消防本部総務課）

４月から妊産婦医療福祉費支
給制度（マル福）の手続きが
変わりました
　妊産婦の方の負担軽減を図るた
め、４月１日から、妊産婦マル福
受給者証交付申請の際に必要だっ
た産婦人科医の証明が省略され、
母子健康手帳交付を受けた方は、
妊産婦マル福の申請手続きが可能
になりました。
対象者

▲

保健センターで母子健康
手帳の交付を受けた方
※一定額以上の所得がある方は、

型イベントや、球根の無料配布な
どを行いますので、ぜひご来園く
ださい。
日時

▲

５月22日（日）雨天中止
10時～15時まで
場所

▲

笠間芸術の森公園内三館広
場（茨城県陶芸美術館前広場）
内容

▲
インテリアグリーン（ミニ

観葉植物）作成教室、球根つかみ
取り、緑化相談
無料配布コーナー（風船・水ヨー
ヨー・木っ端材木）、竹細工教室、
竹垣教室　
＊内容は予告なく変わることがあ
ります。

問都市計画課（内線586）

該当しない場合があります。
手続き

▲

母子健康手帳、保険証、
印鑑、振込口座のわかるものを持
参の上、次の窓口で申請してくだ
さい。
申・問保険年金課（内線143）
笠間支所市民窓口課
℡0296（72）7903
岩間支所市民窓口課（内線73183）

春季都市緑化祭開催のおしらせ
　４月～６月は ｢都市緑化推進運
動期間｣ です。都市緑化の大切さ
を楽しみながら感じていただける
よう、今年も「春季都市緑化祭」
を開催します。
　緑化普及啓発のための参加体験

Information 情報コーナー情報コーナー
案 内案 内

平成23年４月１日付笠間市人事平成23年４月１日付笠間市人事（部課長級・新規採用職員）

申は申込み先、問は問合せ先です。
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ビオトープハイキング
～北山公園

大塚池ハイキング
歩こう会

アルクベクラブ
ハイキング（八郷地区）

さんぽの会　那須岳

代表者　大久保光男（下市毛）
設　立　平成16年
会　員　243人・団体6

笠間市
ウォーキング協会

市民力
笠
ふるさと

間に生きる人たちシリーズ58

かさま

合同ハイキング　戦場ヶ原

健康で楽しい生活を…
１日１万歩

大久保光男さん（代表者
）よ

り

　当協会では、春と秋に
ウォーキング大会を実施し、
愛好者の親睦と交流を図り、
健康の大切さや、ウォーキン
グの楽しさを実感し、手軽に
楽しめる会として活動してい
ます。組織面では、下部に６
団体があり、毎月１回ハイキ
ングを実施しています。場所
については、県内・近県と各
地域の特徴をとらえ、季節に
応じた計画をしています。実
施にあたっては、安全が第一
であり、万全を期するための
下見を十分行います。事故の
ないよう、場所の選定には細
心の注意を払います。日常生
活の中で、自転車や歩く機会
を多くし、歩く距離を少しで
も延ばしたいものです。エレ
ベーターを使わず、階段を利
用する等、歩けば必ず体にい
いことがありそうです。

　平成12年度から、教育
委員会体育振興室で開催
された「歩け歩こう教
室」の受講生が中心とな
り、ウォーキングを広め
ようということで、講座
終了生の６団体により結
成された組織でありま
す。有酸素運動の代表格
が、ウォーキングであ
り、さまざまな効果が認
められ、ストレスの解
消・気分のリフレッシュ
等が期待されます。　　
　みなさんも一緒に、生
活習慣病の予防・改善、
老化防止等手軽にできる
ウォーキングを始めま
しょう。
《問合せ》
大久保　0296-72-2858

このコーナーでは、市民の皆さんが
自らの活動で地域貢献している団体
などを紹介します。掲載を希望する
団体は市民活動課へご連絡下さい。
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　市の観光イベントや県内外の観光キャンペーンで活躍するかさま観光大使の11代目に横山紗織さんと
清水まみ奈さんの２人が選ばれました。
　平成23年４月から25年３月までの２年間、笠間市の観光ＰＲを行っていきます。
　みなさん、よろしくお願いします！

第11代かさま観光大使を紹介します！第11代かさま観光大使を紹介します！

横
よこ

山
やま

　紗
さ

織
おり

さん
（水戸市在住）
　美術に関心があり、笠
間が大好きだという彼
女。更なる笠間の魅力を
発見し、より多くの人に
知ってもらいたいと、意
欲をみせています。

清
し

水
みず

まみ奈
な

さん
（ひたちなか市在住）
　イギリスへの留学経験
があり語学堪能。その経
験を生かして、日本のみ
ならず海外の方にも、大
好きな笠間をＰＲしたい
と抱負を語りました。

日　時　４月16日（土）～５月８日（日）
　　　　午前８時～午後６時
会　場　笠間つつじ公園（笠間市笠間616-7）
入場料　大人（高校生以上）400円

※今回は、震災の影響により入場料を100円割引します。
※団体割引（20名以上）100円割引
※中学生以下および障がいをお持ちの方は無料

その他　各料金所および本部にチャリティー箱を用意しますのでご協
力をお願いします。

第第4040回　笠間回　笠間

つつじまつりつつじまつり

第第3030回笠間の陶炎祭（ひまつり）へようこそ回笠間の陶炎祭（ひまつり）へようこそ!!
～がんばれ東日本！笠間から元気を発信します‼～

日　
　

時　

４
月
29
日
（
金
・

祝
）
〜
５
月
５
日

（
木
・
祝
）

９
時
〜
17
時

場　
　

所　

茨
城
県
笠
間
市
笠

間
芸
術
の
森
公
園

イ
ベ
ン
ト
広
場

入
場
料　

無
料

駐
車
料
金　

普
通
車
３
０
０
円

中
型
バ
ス５

０
０
円

大
型
バ
ス

１
，
０
０
０
円

イ
ベ
ン
ト

◆
被
災
地
大
堀
相
馬
焼
（
福
島

県
浪
江
町
）
特
別
出
店

　

笠
間
も
震
災
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
笠
間
か
ら
日
本
を
元

気
に
す
る
た
め
、
約
２
０
０
名
の
作
家
や
窯
元
が
参
加
す
る
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
県
内
最
大
イ
ベ
ン
ト
「
笠
間
の
陶
炎
祭
（
ひ

ま
つ
り
）」
を
開
催
し
ま
す
。
笠
間
の
陶
炎
祭
の
特
徴
は
、「
個
性

的
な
店
を
自
分
達
で
作
り
」「
自
慢
の
作
品
を
並
べ
」「
直
接
お
客

様
と
ふ
れ
あ
う
」
お
ま
つ
り
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
土
面
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
・
抹
茶
碗
展
・
笠
間

農
産
物
コ
ー
ナ
ー
・
笠
間
地

酒
コ
ー
ナ
ー

◆
大
島
花
子
さ
ん
応
援
出
演
！

笠
間
に
元
気
を
‼
九
ち
ゃ
ん

ソ
ン
グ
を
歌
う
！
（
４
月
29

日
）

◆
東
日
本
大
震
災
義
援
金
コ
ー

ナ
ー

◆
笠
間
焼
展
示
販
売
／
笠
間
焼

作
家
に
よ
る
手
作
り
飲
食

店
／
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド

【
問
合
せ
】
笠
間
焼
協
同
組
合

℡  
０
２
９
６
（
73
）
０
０
５
８キッズランド

土面オークション
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かさまぽけっとアドレス　http://www.city.kasama.lg.jp/kosodate/index.html　　問合せ：子ども福祉課（内線164）

食生活改善推進員が紹介する かさま食彩毎月19日は「食育の日」
家族と一緒に食卓を囲み、このレシピを試してみませんか？

この印刷物は環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

○ 広報かさまに掲載されている
あなたの写真を差し上げます。
　お問合せは秘書課（内線225）まで。
○表紙の題字「笠間」は書家：
関紫芳さんよりご協力いただ
いたものです。

再生紙を使用してい
ます。

○市ホームページモバイル
版では、行政･災害などの
さまざまな情報をお届け
しています。

　アドレス
　http://www.city.kasama.lg.jp/mobile/

25

東小学校に放課後児童クラブを開設しました

放課後児童クラブとは…

　本年４月から東小学校に放課後児童ク
ラブを開設しました。
　放課後児童クラブは、家庭的な雰囲気
の中で、集団生活を通じて異年齢の児童
が生活し、指導員の保育のもと、明るく
楽しく元気に過ごしています。
　まだ定員に達していませんので、入所
を希望される方は、随時受け付けていま
すので、下記までお申し込みください。

　保護者が就労等により、昼間家庭
にいない小学校低学年児童を対象に、
学校の余裕教室や専用
のクラブ室で、「家庭
に代わる場」として、
放課後児童の健全育成
を目的として保育を行
うところです。

【施設概要】
施設名称：東小児童クラブ
所 在 地：笠間市大橋1713番地1
　　　　　笠間市立東小学校内
保 育 室：東小学校校舎１階
入所定員：30名

【申し込み・問合せ】
笠間市役所　☎0296-77-1101
　（本所）子ども福祉課
　内線164
　（笠間支所）福祉課
　直通電話0296-72-7907

人口と世帯数　（常住人口 3.1 現在）
●人　口 79,329人　（－9人）
●世帯数 28,020世帯（＋38世帯）
※H22国勢調査の速報値に基づく推計値のため、
数値は後日変更になる場合があります。
●２月の出生者数　52人

たけのこと油揚げの混ぜご飯

栄養成分（１人分）
エネルギー281kcal、たん白質5.8g 、脂質5.6g、塩分1.0g

材料（４人分）
米………………………………………………………………
                        

２合
茹でたけのこ（頭：くし型切り、根元：イチョウ切り） 

 

 
 

 …
  

200g
油揚げ（横半分のせん切り） ……………………………… １枚
干し椎茸（水で戻し、せん切り） ………………………… ２枚
人参（イチョウ切り） ……………………………………… 50g
植物油…………………大さじ２　　みりん ………… 大さじ１
砂糖……………………大さじ１　　酢 ……………… 小さじ１
醤油……………………大さじ２　　木の芽
シイタケのもどし汁……１カップ　　またはインゲン …… 適量
作り方　
❶ご飯を炊いておく。
❷鍋を熱し、たけのこ・椎茸・人参をさっと炒め、砂糖・醤
油・椎茸のもどし汁を加え一煮立ちさせ、油揚げ・みりん・
酢を入れて中火で汁気がなくなるまで煮る。

❸ご飯と②を混ぜ合わせて器に盛り、木の芽かインゲンを散
らす。

食改さんのおすすめ献立
－今月のレシピを使ってバランスのとれた献立を作ろうー

主食：今月のレシピ
主菜：春野菜の天ぷら

汁：青菜のかき卵汁

副菜：キャベツの浅漬け

主食・主菜・副菜をそろえると
食事のバランスが良くなりますよ。

28平成23年　広報かさま４月号


